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        序　章　社長令嬢はいつも憂鬱ゆううつ


「おねがい……手袋を外して」

　愛しい人が懇願してきた。でも私は、この白い手袋を外すことができない。

　だって直じかに触れてしまえばきっと、取り返しがつかなくなる。

　彼女の肌の温もりを知ってしまえば、きっと――……手放したく、なくなる。




　嶺岸みねぎし 葵あおいの自宅は長方形の箱がいくつも重ねられて形作られた近代的な建物だ。

　葵の父親は若かりし頃に一人で事業を始めた。彼には経営の才覚があったらしく、事業は成功し、いまでは五百人近くの従業員を抱える大企業となっている。

　そんな嶺岸家の邸宅は近所でも評判の『一風変わった』豪邸である。

「当時、新進気鋭の建築家が設計したってお父様は言っていたけれど――」

　白いガーデンチェアに座っていた葵は目を伏せてティーカップのハンドルを摘つまむ。

　琥珀色こはくいろの紅茶を一口啜すすったあとで、

「あちこちおかしな具合に入り組んでいて、変な家よね」

　と言ってため息をついた。

　すると少し離れたところから「そうですか」と相槌あいづちを打つ声が返ってくる。

　葵はティーカップを持ったまま彼女のほうを盗み見た。

　濃いグレーのスーツに身を包んだ彼女――柏井かしい 美咲みさきは微笑びしょうをたたえて壁際に立っている。

「ねえ、美咲。こっちに来て一緒にお茶を飲みましょうよ」

「いえ……私は、けっこうです」

　美咲は笑顔のまま誘いを断る。いつもこうだ。

　葵はぷぅっと頬を膨ふくらませて不満を露あらわにした。

（もうっ、どうしてなの？）

　葵はティーカップをソーサーに戻すと、ケーキスタンドに行儀よく並べられたスコーンに手を伸ばしてパクリとかぶりついた。もぐもぐと噛みしめながら、目を細めてジトッと美咲を睨にらみつける。

　そうして目で訴えかけても、美咲は決して微笑ほほえみを崩さず平然としている。

（美咲ったら……なにを考えてるのか、さっぱりわからない）

　肩につかない程度に切り揃そろえられた髪は彼女の真面目さを象徴している。真っすぐなストレートのセミロングヘアは両サイドの髪の毛を三つ編みにして後ろで留められている。髪の長さは違うものの、葵と揃そろいの髪型だ。

　伏せられた長いまつ毛の向こうにある瞳と、私の目が合うことはあまりない。

（美咲はいつも、私の首のあたりを見て話すから）

　こちらから顔を覗のぞき込まない限り、視線が絡むことはないのだ。

　葵はふたたび大きなため息をついてうなだれた。襟下えりしたにリボンがつき、胸の下が編み上げになっているフリルレースの服が目に入る。

　このヒラヒラとした服は美咲の勧すすめで着ている。裾すそにフリルがついたワンピースの上に、さらにフリルを重ねたような形の可愛らしい服だが、少々子どもっぽいような気がする。

　実際、子どもの頃にはこういった服ばかり好んで着ていた。まわりからは以前と変わらず「よく似合っている」と言われるものの、じつのところあまり嬉しくない。

（私はもう、子どもじゃないわ）

　けれど、子どもの頃のように向かいの席に座って楽しくおしゃべりしてほしいと美咲に願うのは、矛盾しているだろうか。

　葵と美咲は幼なじみだが、立場が違う。葵は社長令嬢。美咲はというと、嶺岸家に住み込みで働く使用人夫婦の一人娘である。

　葵はいまでも、この立場の違いを全く気にしていない。

　幼少期は、このおかしな家でよくかくれんぼをして美咲と遊んでいた。死角が多く、そしてなにより広いので、二人だけのかくれんぼでもじゅうぶん楽しめた。

　美咲の幼い笑顔はいまでも鮮明に思い出せる。

　しかし最近はどうだ。彼女が大笑いしているところなど、久しく見ていない。

　同い年なのに、美咲ばかりが先に歳を取ってしまったような気がしてならない――。

　葵は立ち上がり、テラスの白い階段を下りた。庭を駆けまわる愛犬のハナを捕まえて戯たわむれる。

（いまじゃ、私と遊んでくれるのはこの子だけだわ）

　ラブラドールレトリバーのハナは『ハッ、ハッ』と息を弾ませて葵の胸に頭を擦こすりつける。それを見て美咲がわずかに眉を顰ひそめたことに、葵は気がつかない。

「お嬢様、髪の毛をお直しいたしましょうか」

　美咲が言った。ハナはボール遊びに夢中になっている。美咲は葵が手持ち無沙汰になるのを待っていたようだった。

「ええ、そうね」

　テラスの階段を上ると、美咲が部屋への扉を開けてくれた。私室に入り、ドレッサーの前の四角い椅子に腰を下ろす。

（お嬢様、ね……）

　そんなふうに呼ばれるのも――嫌。

　昔みたいに「葵ちゃん」って呼んでほしいと何度言っても、『一緒に紅茶を飲もう』というのと一緒で聞き入れてもらえない。

　美咲の母親――同世代の母親よりもかなり年上である――が腰を悪くしてから、美咲が葵の身のまわりの世話をするようになった。

　給料が発生するようになってから、美咲は変わった。

　なにをするにも仕事然としているのだ。これでは少しも楽しくない。

　もちろん、子どものようにかくれんぼをして遊びたいなどとは思わない。

　でも、たわいない話をして笑い合うくらい、よいではないかと思うのだ。

　鏡越しに美咲のようすを伺うかがう。ちょうど、白い手袋を外しているところだった。

　葵はほんのりと頬を赤くして、キュッと唇を引き結ぶ。そうして身も心も引きしめていなければ口元が緩んで、だらしのない顔になってしまう。

（いくら嬉しいからって、にやけていたんじゃヘンに思われちゃうし）

　美咲の指が直じかに触れるのは髪を結うときだけだ。それも、地肌には決して触れず的確に髪の毛だけを掴つかむ。それ以外、美咲は家ではずっと白い手袋を嵌はめている。

　一線を引かれているようで、それも――嫌。

　美咲の細長い指先が、腰まである長い髪を扱い、耳の後ろの髪束を三つ編みにしていく。

　美咲は手先が器用なのでどんな髪型でも自由自在だが、ふだん家にいるときはこの――彼女と揃そろいの――髪型にされることが多い。

（美咲ったら、この髪型が好きなのかしら。まぁ、お揃そろいなのが嬉しいから私はいいのだけれど）

　葵の髪を結い終えると、美咲は「できました」と言い、白い手袋を嵌はめた。

　葵は美咲が手袋を嵌はめるのを横目で見ながら小さな声で「ありがとう」と呟つぶやいた。

　それから、窓の外を眺める。

　――ああ、空はこんなにも晴れているのに……憂鬱ゆううつだわ。


    
        第一章　使用人の苦悩


　柏井 美咲は夜明けよりも前に私室で目を覚まし、身支度みじたくを整える。

　それから広大な邸内の掃除をして、料理人の仕事を手伝い――このときに朝食を済ませる――制服に着替えたあと、主あるじの娘である葵のもとへ向かう。

　和モダンな茶色い扉をノックすると、中から「はぁい」と気の抜けた声が返ってくる。

（お嬢様はまだお布団の中ね）

　クスッと笑って、「美咲です。失礼します」と言って扉を開ける。

　案の定、葵は布団の中にいて、眠たそうに瞼まぶたを擦こすっていた。

　その仕草がたまらなく可愛らしいと思うのと同時に、彼女に襲い掛かってしまいそうな自分が怖くなった。

　美咲は「コホン」と自分を戒めるような咳払いをしたあとで、「おはようございます。ご起床のお時間です」と葵に告げた。

「んん、おはよう……」

　葵はのろのろと身を起こし、天井に両手を向けて大きな伸びをする。ピンク色のフリルがふんだんに施されたパジャマが、葵の「うぅん」という伸びでヒラヒラと揺れる。

「もう、朝なのね」

　葵は朝が弱い。いつも、布団の中でしばらくぼうっとしている。美咲は窓のカーテンを開けて、葵が覚醒かくせいするのをひたすら待つ。

　窓から射す光を浴びた葵は、たとえ髪の毛が乱れていてもまるで絵画の一場面のように様さまになる。

　よく手入れされた――風呂上りにたっぷりのトリートメントを塗り込めている――髪の毛は陽の光をきらきらと反射している。

　いまにも閉じてしまいそうだが、それでも、幅の広い二重瞼ふたえまぶたは見る者に溌剌はつらつとした印象を与える。

　ベッドから出て、クローゼットへ向かってよろよろと歩く葵をつかず離れずの位置で見守る。葵が転びそうになったらすぐに支えられるように、彼女の足取りを注視する。

　無事にクローゼットの前まで辿たどり着いた葵がパジャマを脱ぐのを後ろから手伝う。葵が脱いだパジャマを洗濯室に運ぶのは美咲の役割だ。

　キャミソール姿の葵に制服のブラウスを渡す。目を伏せて、薄着の彼女をできるだけ見ないようにする。

（見てはだめ、見ては……だめ）

　毎朝こうして必死に自分に言い聞かせている。

　葵の華奢きゃしゃな体をよく見たいという、心の奥底にある願望を押し隠す。決して、悟られてはならない。きっと軽蔑けいべつされる。

　唇をキュッと引き結んで硬い表情を作ることで煩悩ぼんのうとの闘いに勝利した美咲は身支度みじたくを整えた葵とともに食堂へ向かった。

　この邸は広大かつとても入り組んでいるので、食堂へ向かうのにも道順を把握していなければ確実に迷う。子どもの遊び場として、あるいは防犯面から考えれば利点ではある。

　食堂の天井からは豪奢ごうしゃなシャンデリアが吊り下がっている。そのすぐ下には楕円の大テーブルが置かれ、食器やカトラリー、そして前菜が整然と並べられていた。

　背もたれの長い椅子を、葵が座りやすいよう、なるべく音を立てないように手前へ引き、タイミングよく前へ出す。

　葵が着席したあとは、厨房から料理を運ぶ。葵の両親はすでに食事を済ませて出社している。葵の父親は嶺岸ホールディングスの社長、母親はその秘書なのである。

　食べることが大好きな葵は嬉しそうに顔を緩ませて朝食を食べ進める。その笑顔を見ているだけで、癒されるというものだ。

　オレンジジュースを飲み干して食事を終えた葵に付き添い、玄関へ歩く。食堂から玄関へ至る道も、言わずもがな入り組んでいるので、そのあいだに美咲は葵の制服におかしなところがないかチェックする。

　制服のジャケットの襟えりはダブル。袖口そでぐちや裾すそに金の縁取りが施してある。スカートはボックスプリーツだ。林檎とその蜜をイメージした瀟洒しょうしゃな校章は学生達のあいだでとても人気がある。

　自分も同じ制服を着ているのに、葵が身に着けていると全くの別物に見えるから不思議だ。

　車寄せに着くと、美咲は後部座席のドアを開けて葵を車内へと促うながした。

「ありがとう」

　葵は事あるごとにこうしてお礼を言ってくれる。

（私は嶺岸家からお金を貰っているのだから、当たり前のことなのに）

　そうでなくても葵に尽くしたいという気持ちは多分にあるが、給料が発生している以上はそうだ。

　それでも葵は「私が言いたいから言うの」と頑なだ。

　周囲へ素直に感謝を示す葵のことが好きだ。彼女の役に立ちたいという思いは日に日に増していくばかりである。

　美咲が助手席に乗り込むと、車は学校へ向かって走り出す。

　嶺岸邸から私立蜜花学園しりつみつはながくえんまでは車で五分もかからない。その短い乗車時間のあいだ、朝が弱い葵は二、三度小さく欠伸あくびをする。それをルームミラー越しに眺めるのも、日課である。

　車が学校に着くと、美咲はいち早く降りて後部座席のドアを開ける。

　運転手に別れを告げ、葵のぶんの鞄を手に持って校門を潜くぐる。

　斜め前を歩く葵が、おもむろにこちらを見つめてきた。ドキッとしてしまったが、それを顔には出さない。

「ねぇ、前から言っているけれど……鞄くらい自分で持つわ」

「いえ、そんなわけにはいきません」

　即答すると、葵は不機嫌を滲にじませて唇を尖らせた。拗ねたように怒る顔も、可愛らしい。

「……そう。でも、友人に鞄持ちまでさせてる酷ひどい女だとまわりからは思われるわね、私が」

「……！」

　美咲は思わず立ち止まり、声もなくパクパクと口を動かした。

　たしかに、周囲にはそう思われるかもしれない。いままで気がつかなかった。

「で、ですが……」

　美咲は口ごもる。葵のため、と思ってしていたことだが、的外まとはずれだったのかもしれない。

「学校の中でくらい、いいのよ。さぁ、鞄を返して」

　葵は満面の笑みを浮かべて右手を差し伸べてくる。

　美咲は仕方なく、葵に鞄を手渡した。

「これからは自分で持つからね」

「……はい」

　まだ腑ふに落ちないところはあるが、自分のせいで葵の外聞がいぶんが悪くなるのは嫌だ。耐えられない。

　美咲と葵が通う私立蜜花学園は百年以上の歴史を誇るカトリック系の女子校である。

　校舎は五年ほど前に大規模な改修がなされ、木造から鉄筋コンクリート造になった。校舎自体はそれほど特殊な造りではないが、在籍する学生たちに経済的富裕層が多いことから『白亜の花園』と称されることがしばしばある。

　いくつものガラス窓が連続するエントランスから中へと入り、エレベーターで三階へ行く。

　鞄を手に持った葵は上機嫌で教室に入り、クラスメイトに「おはよう」と言った。美咲も同様に「おはようございます」と言うものの、普段よりもさらに声のトーンが低くなってしまったのは、鞄持ちをクビになったショックを引きずっているせいだ。

　クラスメイトたちはにこやかに「おはよう」と返す。

「もうすぐ蜜花祭ね」

　葵が自分の席に着くなり、クラスメイトたちがやって来てそう言った。

「そうね。楽しみだわ」

　天真爛漫てんしんらんまんで屈託くったくのない葵はこうして人の輪の中心にいることが多い。

「劇の主役はやっぱり、葵ちゃんかしら」

　葵は所属する演劇部の中でも特に衆目を惹きつける演技をする。だからこそ、皆が一目置いている。

「どうかしら。まだ何の劇をするかわからないし……。私はその役には合わないかもしれないし」

　これは、謙遜けんそんだ。本人は本当に自信がないのかもしれないけれど、葵ならばどんな役でも見事に演じると確信している。

「はーい、皆さん席に着いて」

　先生が教室に入ってくると、クラスメイトたちは先生と同じように「はーい」と間延びした返事をしてそれぞれ自分たちの席に着いた。

　ホームルームのあと、授業となる。授業中は、葵の世話を焼きたくてもできない。席が離れているのでどうしようもない。

（お嬢様の隣の席が羨うらやましい……）

　葵の隣席は北篠ほうじょう 琴香ことかだ。彼女はいつも笑顔をたたえていて、物腰が柔らかい。歴史の教科書にも載っているほどの由緒正しき北篠財閥の長女である。

　美咲は琴香に羨望せんぼうの眼差まなざしを向けたあとで、教科書へと視線を落とした。

　昼休みになるとほとんどの学生がカフェテリアへ赴おもむく。

　白い長机は整然と――机を目で追っていけばその幅が狭小きょうしょうに見えるほど――遠くまで連なっている。天井には小さなシーリングファンがいくつも取りつけられ、カフェテリア内の空気が淀よどまぬよう忙せわしなくクルクルと回っている。

「では私が並んで参りますので、お嬢様はお席にどうぞ」

「イヤよ。私も並ぶ」

「ですが――」

「いいから。サイドメニューはこの目で見て選びたいの」

「……わかりました」

　毎日のようにこの押し問答をしている。結局は美咲が降参するのがいつものパターンだ。

　トレイを持って、カウンターの前にできている長蛇ちょうだの列に並ぶ。

　美咲ができることといえば、せいぜい葵の分の箸を取ったり茶を汲くんだりするくらいだ。

　席には余裕があるのでどこにでも座ることができる。南の庭を臨のぞむことのできる窓側に、葵と並んで座る。

　日替わりランチのメインディッシュはたいてい肉か魚の二択だ。葵は肉を好み、美咲は魚のメインディッシュを選ぶことが多い。

　サイドメニューは多種多様で、和洋折衷わようせっちゅう、数えきれないほどずらりと用意してある。

　いずれも、オーガニック食材ばかりを使った絶品料理だ。

　美咲はいつも無言で早々はやばやと食事を終える。自分のことを片付けて葵の世話をするためだ。

「もっとゆっくり食べましょうって、言っているのに」

　緑茶のおかわりを注いできた美咲に向かって、葵は頬を桃色に上気させ、ふっくらとした血色のよい唇を「むぅ」という具合に尖らせて不満を募らせるのだった。

　午後の授業を終え、演劇部で部活動に励んだあと、二人は帰路につく。

　帰宅してからはすぐに学校の課題に取り掛かる。夕暮れの書斎で机を囲み、静かに勉学に勤いそしむ。

　書斎に響くのは、教科書をめくる音とシャープペンシルが紙の上を動く音。

　そして、彼女の微かすかな呼吸。

　美咲はこの穏やかな時間がとても好きだった。

　ちらりと向かい側を盗み見れば、葵は真剣な表情で机に向かっている。

　伏せられた長いまつ毛と、その先にある透き通った瞳に、つい魅入ってしまう。

「……どうしたの？」

　美咲の視線に気がついた葵が首を傾げる。

「いっ、いいえ……なんでもありません」

「そう？　もしかして、わからないところがあるの!?」

　葵はやけに嬉しそうにそう言って身を乗り出した。

「いえ、そういうわけでは」

　美咲が即答すると、今度は一転してガックリと肩を落として「なぁんだ……」とつまらなそうに呟つぶやいた。

「どうされたのですか？」

「だって、いつも私が美咲にわからないところを訊きくでしょう？　だからたまには、私が美咲に教えてあげたいなって……そう思ったの」

「それは、ありがとうございます」

「なぁに、なにも教えていないのにお礼なんて」

「そのお気持ちが嬉しいのです」

　美咲が笑う。すると葵は、眉間に皺しわを寄せたまま頬の赤みを濃くした。




　勉強と夕食が済めばあとは入浴だけだ。

　美咲は風呂の中にまで葵の世話をしに行くわけではないものの、彼女の湯上りは一日で一番、緊張する。

　入浴を終えた葵を部屋の前で迎え、彼女とともに寝室へ入る。

　ドレッサーの前で葵の髪に櫛くしを通し、濡れた髪をタオルで丁寧に拭き、トリートメントをたっぷりと塗り込めたあとでドライヤーをかける。

　艶やかな髪の毛が温風でたなびくと、透き通るように白いうなじがちらほらと垣間見える。

　薔薇色ばらいろに上気した肌と相まって色っぽく、理性を揺さぶられる。

（意識しては、いけない……。お人形さんの髪を乾かしていると思わなければ）

　葵のものだということを無理やり忘れて、濡れた髪の毛を手櫛てぐしで整えながらひたすら温風を当てる。

　美咲が渋しぶい顔で髪を乾かすのを、葵は切なげな表情で鏡越しに見つめていた。


    
        第二章　心、すれ違い


「それではいまから、蜜花祭へ向けての話し合いを始めます」

　放課後の教室で、眼鏡を掛けた委員長がホワイトボードの前に立って言った。

「まずは、劇の候補から決めたいと思います」

　委員長は銀縁眼鏡の細いフレームを片手でクイッと上げたあと、ホワイトボードに黒いペンで『劇の候補』と見出しを書き、その横にちょん、ちょん、ちょんとペンの先を当てることで黒い丸を作り、候補として挙がる劇のタイトルを記す準備をした。

　クラスメイトたちは積極的に挙手をして、各々おのおのがやりたい劇のタイトルを述べる。そのたびに委員長は「それは三年生が去年やりましたね」と、手元の紙束を見ながら取捨選択し、最終的には三つに絞った。

（よくお出来になる委員長だ）

　あらかじめ用意していた三つの丸に劇の候補を絞り込んでしまうあたり、その手腕は目覚ましい。

「それではこの三つのタイトルから、多数決で決定します」

　三つの候補のうち、僅差きんさで『ラプンツェル』に決定した。

「では配役決めに移ります」

　主人公のラプンツェルはすぐに決まった。クラスメイトたちは口々に葵を推おし、満場一致で葵がラプンツェル役となった。

（お嬢様が、ラプンツェル……）

　童話として子どもたちに広く知られている話だが、初版ではラプンツェルと王子の性交が描かれていると聞いたことがある。

　その役を葵がするのだと思うと、腹の底がズンッと重くなって、ほんの少し気分が悪くなった。

　架空の王子に嫉妬している自分がいる。なんてばかばかしくて、惨みじめなのだろう――。

「――王子役の候補は美咲さんだけですね。美咲さん、よろしいですか？」

「……えっ？」

　美咲は顔を上げてまわりを見た。どういうわけか注目されている。

　なんのことかわからないでいると、隣の席のクラスメイトが、自分が王子役に推薦すいせんされたことを教えてくれた。

「あ……はい。皆さんがよろしければ、喜んで承ります」

　するとクラスメイトたちは「わぁっ」と声を上げて湧き立った。

　美咲は微笑ほほえんだままホワイトボードを見つめる。葵の隣に自分の名前が書き記されていくのが、とても嬉しかった。

　正直なところ、自分以外に葵の王子役をさせたくなかった。かといって立候補する勇気はなかったから、他薦たせんしてもらえたのはラッキーだ。

　蜜花祭ではなにを置いても演劇である。一般客のほとんどが蜜花学園のＯＢだ。一般的な文化祭とは少し違っていて、劇の演技力、衣装の凝り具合を競う祭りといっても過言ではない。

　劇中には歌を挟むのも恒例だ。メインキャストには独唱もあるため、発声練習も併せて行う。小規模な歌劇といったところだ。

　翌日の放課後から蜜花祭へ向けての準備が始まった。押し迫ってくると、休日や休み時間を返上で作業をすることも多々ある。

　美咲は葵と同じ演劇部に所属しているが、専もっぱら衣装係である。蜜花祭では、美咲は王子役と衣装係を兼任することになった。

　王子役の練習の傍かたわら劇の衣装を作るのはなかなか骨が折れる。

　学校では劇の練習をし、ラプンツェル以外の衣装を作った。葵のぶんは嶺岸邸に帰ってから夜な夜な製作した。

　贔屓ひいきするわけではないが、葵の衣装には特に手間をかけている。

　なんといっても劇のヒロインだ。注目を浴びる。だから、葵の素晴らしい演技に釣り合う豪華な衣装に仕上げたい。

（……このままだと、糸が足りなくなる）

　教室で作業をしていた美咲は赤い糸が不足していることに気がついた。

「買い出しに行ってきますが、なにかありますか？」

　クラスメイトたちに尋ねると、皆があれこれと品物を言いつけてくるので、美咲は慌ててメモを取った。

「では行って参ります」

　教室から出て行こうとしていると、大きな看板を持った女学生がすれ違いざまに入ってきた。一人で看板を運んでいた女学生の足がもつれて看板がぐらつく。

（あ――危ない）

　だれかの頭にぶつかりそうになった看板を、美咲は片手で反射的に支えた。

「あぁ、美咲ちゃん！　ごめんね、ありがとう」

　看板を運んでいたクラスメイトは足がもつれただけで転びはしなかった。よいしょ、と壁際に看板を立てかけて額ひたいの汗を拭っている。

　美咲は、看板がぶつかりそうになったクラスメイト――琴香に「平気ですか」と声を掛けた。彼女が呆然とこちらを見ていたので、もしやどこか具合が悪いのだろうかと気になった。

　美咲が声を掛けたあとも琴香はしばらく呆ほうけていたが、

「え、ええ……！　助けていただいて、ありがとうございます」

　急に表情を明るくして、両手を胸の前に組み合わせた。

「美咲さん……やっぱり、素敵だわ。私わたくしの王子様――」

　美咲は目を丸くしたあとで首を傾げる。

　いま、王子様と言われたような気がするが――。

（ああ、劇の配役のことか）

　一人でそう納得し、美咲は琴香に笑い返してから教室を出た。




　その日も、美咲は夜遅くまで自室で葵の衣装の小物を作っていた。

　ブラックコーヒーを飲み過ぎたせいか急に尿意にょういを催もよおして、自室を出てトイレへ向かう。

　美咲があてがわれている部屋からは葵の私室の前を通らなければトイレへは行けない。

（夜は冷えるようになってきた）

　パジャマの上から腕を摩さすりながら廊下を歩く。

　ふと、葵の部屋の扉から明かりが漏れていることに気がついた。部屋の中から、劇の練習をしていると思おぼしき声が聞こえてくる。

（お嬢様、とても頑張っていらっしゃる）

　美咲は葵の部屋の扉をノックするべく右手を掲げたが、扉は叩かずに引っ込めた。

　早めにお眠りになったほうがよろしいのでは、と進言するつもりだったが、同じことをソックリそのまま言い返されてしまいそうだと思ってやめた。それに、集中して練習しているところに水を差すのもどうかと思う。

（ご無理なさらないといいけれど――）

　美咲は足音を立てないようにそっと廊下を歩いて用を足し、自室に戻って縫ぬい物ものを再開した。




　蜜花祭を一週間後に控えた週末、『蜜花のラプンツェル』と名付けられた劇を演じるため百合組ゆりぐみ――美咲と葵のクラスである――は講堂ホールのステージに集つどっていた。

　蜜花学園の講堂ホールは演劇のためにあるようなものだ。壁面は後方まで声がよく通るよう凹凸おうとつがつけられ、座席は円形に配されている。後ろになるにつれて高さが増し、どの席からでもステージがよく見えるよう設計されている。

　『蜜花のラプンツェル』の通し練習をしているときだった。

　王子役の美咲は出番を待ちながら葵のことを注視していた。

（お嬢様……顔色が悪い）

　演技に抜け目はないものの、見るからに寝不足だ。しかし、そのことに気がついているのは自分だけかもしれない。隣にいるクラスメイトたちは「葵ちゃん、もう完璧ね！」と言ってはしゃいでいる。

　美咲は葵のことが気になって仕方がなかった。倒れてしまうのではないか。心配でたまらない。

「――っ！」

　いましがた懸念けねんしたとおりのことが起こった。

　大道具である塔の上にいた葵が体勢を崩し、前へとぐらつく。

　美咲は考えるよりも先に駆け出して、落ちてきた葵を受け止めた。塔といってもそう高くはなかったので、なんとかなった。

「お嬢様！　ご無事ですか」

　しっかりと抱きとめたので怪我はないとは思うが念のため確認する。

「ご、ごめんなさい。足を踏み外してしまったみたいね」

　近くで見ると、葵の顔は真っ青だった。もともと顔色は優れなかったが、大した高さではないとはいえ塔の上から落ちたことでますます血の気が引いたものと思われる。

　ぎゅうっと抱きしめて背中を摩さすってやりたかったが、グッと堪こらえて背をポン、ポンと軽く叩くだけにした。

「葵さん？　ご体調が優れないのなら、ラプンツェルを代わって差し上げましょうか」

　か細い声が講堂ホールに響く。

　葵を含め、クラスメイトたちがいっせいに声の主を振り返る。

　琴香は注目を浴びたことが心外だったのか、口元を押さえ、ほんのりと頬を赤らめて「今日だけ」と付け加えた。

　普段はとても大人しく、あまりはっきりとは自分の意見を言わない琴香なので、その発言には皆が驚いていた。

「ありがとう、琴香ちゃん。でも、私は平気だから」

　葵は無理に笑って立ち上がろうとする。しかしそこでまたふらついてしまう。

「お嬢様！」

　美咲は立ち上がりながらも懸命に葵の体を支えた。いまこの手を放したら、また倒れてしまいそうだ。

「葵さん。ご無理なさらないほうがよろしいと思いますけれど」

　琴香の物言いは些いささか冷淡だった。葵の体を心配している、というようには見えなかった。

（――ううん。そんなふうに思っては、琴香さんに失礼だ）

　葵の体を心配しているのでなければ、クラスメイトたちから注目を浴びてまで「ラプンツェルを代わる」などという発言はしないはずだ。

「あー……それじゃあ、十五分だけ休憩にしましょう。それでも葵ちゃんの体調が悪そうだったら、琴香ちゃん、お願いね」

　脚本と監督を担当しているクラスメイトの提案でその場が収まる。

　葵を支えながらステージ裏に移動した美咲は、ティーワゴンに載せられていたカップとポットを使って葵に紅茶を淹れた。このティーワゴンはだれもが自由に使ってお茶を淹れることができる。

「ありがとう、美咲。さっきも……私のこと、抱きとめてくれて」

「いえ、とんでもございません」

　美咲が笑うと、葵もつられて笑顔になって、紅茶を飲んだ。顔色は幾分かよくなったが、本調子でないのは明らかである。

　美咲はおずおずと口を開く。

「お嬢様の演技はもう完璧ですし……。練習のときだけでも――少なくとも今日は、琴香さんに代わっていただいては？」

　ティーカップを持つ葵の手がガクンッと大きく上下に揺れた。

　どうしたのだろうと驚いて葵の顔を見る。眉根を寄せ、いままでに見たこともないくらい悲痛な面持ちをしていた。

「どうして、そんなこと言うの……？」

　震え声で葵は続ける。

「美咲は私のこと、なにもわかっていない！」

　葵の瞳からはいまにも涙が零こぼれ落ちそうだった。それくらい、潤んでいる。

（お嬢様のことを、なにも……わかって、いない？）

　全身を氷漬けにされたような心地になった。

　あらゆる感覚が鈍り、まわりの声が聞こえない。

　瞳を潤ませる葵から、目を離せなくなる。

　なぜ彼女はこんなにも憤り、悲しんでいるのだろう。

　ドッ、ドッ、ドッと胸が鳴り、全身に冷や汗をかく。葵のことはいつもなんでもわかっているつもりだったのに、思わぬ反応をされ、焦あせっている。

　放心状態の美咲を見てなにを思ったのか、葵は口元を両手で隠して俯うつむいた。

「……っ。ごめんなさい、大きな声出して……。今日は、私は帰る。あとのことは、琴香ちゃんに……お願いする」

　苦虫を噛み潰したような顔になって葵は立ち上がり、ティーワゴンの前までスタスタと歩いてワゴンの下段にカップを置いた。

（お嬢様……）

　美咲の中で、葵は練習とはいえラプンツェルを演じることができないのが悔しいのだろうという結論に至った。それでも、葵の真意は他にあるのでは、と気掛かりが残る。しかし、きっとそうなのだと思い込むことで無理やり自分を納得させた。

　葵の、役への意気込みは凄すさまじいし素晴らしい。でもいまは、しっかりと休んで体調を整えて本番に臨のぞんでもらいたい。

「お嬢様がお帰りになるのなら、私も」

　そっと葵の側に立つ。すると葵は悲しげに目を細めた。

「……だめよ。王子役がいなければ話が進まないでしょう」

「ですが――」

「いいから、そうして」

　大きな瞳でジイッと見つめられる。射るような視線を向けられた美咲は「わかりました」と言うしかない。

　美咲は急いで教室へ戻り、廊下を歩きながら嶺岸家の執事に電話をかけて車を手配してもらった。

「お嬢様、鞄をお持ちしました。お車も呼びました。校門までは私も一緒に参ります」

「……ありがとう」

　校門へ行くと、嶺岸家の車がすでに待機していた。運転手が心配そうに、葵に「お加減が優れないのですか」と声を掛ける。

「平気だけれど、寝不足気味だから今日はもう家で休むことにしたの」

「左様でございますか」

　葵のことを幼少期から知る老年の運転手は心配そうな顔のまま運転席に乗り込んだ。

「それではお嬢様、お気をつけて。私も、なるべく早く帰るようにいたします」

「ええ……」

　元気のない葵を車に乗せ、見送る。

　それから、早足で講堂ホールへ戻った。

　葵の、憤り混じりの悲しげな顔が脳裏にこびりついて離れない。

（お嬢様のことは、なんでもわかっているつもりだった……）

　だが、それは驕おごりであり、とんだ思い上がりだったのだ。

　目から零こぼれかけた涙を必死に内側へと抑え込み、美咲はステージに立った。


    
        第三章　ラプンツェルの告白


　美咲は悶々もんもんとしたまま蜜花祭当日を迎える。

　天気は決してよいとはいえなかった。雨こそ降っていないものの、いつ雨粒が落ちてきてもおかしくない曇天である。

　葵の体調は傍目はためから見れば万全のようだった。夜はきちんと定刻に眠りに就ついていたようだし、食事もきちんと取っている。

　しかし、心なしか以前よりも元気がない。距離を置かれている、というほうが正しいのかもしれない。

　百合組ゆりぐみの出番を間近に控え、美咲は王子の服に身を包んで舞台裏で控えていた。葵はまだ楽屋にいる。葵の着替えや化粧を手伝いたかったが、その役目は他のクラスメイトたちが担になっている。

　ガチャッ、と楽屋の鉄扉が開く。

　何層も織り重なった赤いフリルドレスを見事に着こなし、金色の長い髪をなびかせ、ラプンツェルに扮ふんした葵が楽屋から出てくる。

　瞳にはカラーコンタクトを入れて碧あおくしているせいか、普段とは全く雰囲気が異なる。

　その鮮烈な姿にすっかり魅入ってしまう。美咲はいつまでも葵を見ていた。

「美咲さん？」

　琴香に話しかけられなかったら、そのままずっと惚ほうけていたことだろう。

「あ、はい――なんでしょうか」

　振り返ると、琴香は満面の笑みで「頑張ってくださいね」と言った。

　美咲は「ありがとうございます」と言葉を返して、舞台袖ぶたいそでに移動する。

　『蜜花のラプンツェル』は葵の独唱から始まる。

　観客も、そしてクラスメイトたちも、耳に心地よく届く葵の美声に聞き入る。歌は少しも音を外さず的確で、それでいて伸びやかだ。

（もうすぐ私の出番だ）

　自分が葵にふさわしい『王子様』だとは思えないが、せめてこの劇の中だけでもそういうふうに振る舞いたい。彼女の、唯一無二の王子になりたい。

　美咲は懸命に『王子様』を演じた。塔に登ったり、塔から飛び降りたりとアクションが多いが、普段からよくストレッチをしているので、緊張はしているがまごつくことはなかった。

　劇はいよいよクライマックスを迎える。

　失明しつめいして森の中を彷徨さまよい歩いていた王子が、ラプンツェルに再会して視力を取り戻すシーンだ。

　歩き疲れて木株きかぶの脇に仰向けになった王子に、ラプンツェルが近づく。

　両目を覆っていた薄い包帯を葵に拭い去られる。目を瞑つむっていた美咲だが、生温かいなにかが瞼まぶたに落ちてきたことで目を開けた。

　それは葵の涙だった。

　ぼたぼたと、とめどなく落ちてくる。

　葵は本当に――心から涙しているのではないかと疑った。

「ああ……見える、あなたの姿が。ラプンツェル、そこにいるのですね」

　そう言いながら葵に向かって両手を伸ばす。

「ええ、います」

　震え声で葵が答える。

「あなたのことを、愛しています」

　その台詞で劇は終わるはずだった。

　しかし葵は潤んだ瞳で矢継やつぎ早ばやに言葉を紡つむぐ。

「ずっと、私の側にいてくれなくてはだめ。代わりなんていない……っ。私の代わりも、いない。だから……私だけを見ていてほしい……！」

「――っ！」

　美咲は大きく目を見開き、唇を震わせた。

　仰向けに寝転がる王子にラプンツェルが覆いかぶさり、抱擁を交わす。

　観客は総立ちして、いつまでも手を叩いた。スタンディングオベーションの大喝采だいかっさいだ。

　『蜜花のラプンツェル』は大成功に終わった。

　終幕後、教室に戻ったクラスメイトたちはそれぞれ劇の成功を祝い、大喝采だいかっさいの余韻よいんに浸った。

　皆が晴はれ晴ばれとした表情を見せる中、美咲だけは違った。

　葵はなぜ、本番になって最後に台詞を付け加えたのだろう。

　脚本担当のクラスメイトからは「アドリブもあり」とあらかじめ聞いていたものの、葵はいつも決められた台詞だけを忠実に言う。アドリブを利かせるのは初めてのことだ。

『私の側にいてくれなくてはだめ。私だけを見ていてほしい』

　こんな台詞は、台本にはなかったのだ。

　その言葉が、『王子』ではなく『私』に向けられたものなのではないかと、都合のよいことを考えてしまう。

　美咲は劇の後片付けをしながらも、そのことが気掛かりでならなかった。




　蜜花祭から一週間が経ったある日、葵は熱を出して寝込んだ。

　ちょうど週末だったので、葵も美咲も学校を休まずに済んだ。

　美咲はベッドに仰向けに寝ている葵の傍かたわらで彼女のようすを見守る。目は閉じているが、きっと眠ってはいない。

　葵がこうして熱を出すのはたいてい、大きなイベントが終わって一週間後のことなので、ある程度は予想していた。

　テストが終わったあとも決まって熱が出る。葵は何事にも頑張りすぎるのだと思う。

（氷枕は替えたばかりだし、水もさっきお飲みになった。あとは……）

　ほかになにかできることはないだろうか考えるが、思いつかない。

「……お嬢様」

　小さな声で呼びかけた。もしも眠っていたら葵に悪いからだ。

　葵の瞼まぶたがピクッと動き、うっすらと目が開く。

「起こしてしまいましたか？」

　葵は気だるげに「いいえ」とだけ答えた。

「なにか、私にできることはないかと思いまして」

　美咲はベッド脇に膝をつき、葵の顔を覗のぞき込む。

　葵は口を開けたが、言葉は出てこない。唇を、いったん引き結んだあとで、

「じゃあ、体を拭いてもらえる？　汗でベタベタして、気持ち悪いの」

　葵が起き上がろうとするので、美咲は慌あわてて「準備をするので横になったまま少々お待ちください」と言った。

「お湯とタオルを持って参りますね」

　葵の私室を出て、早足で洗面室へ向かう。白い陶器のボウルにお湯を張り、清潔なタオルを三本、ボウルの端に引っ掛けて葵の部屋に戻った。

　すると葵は体を起こして待っていた。

　湯の入ったボウルをベッド脇の円卓の上に置き、タオルを湯に浸けて絞る。いつも嵌はめている白手袋は先ほどジャケットのポケットにしまった。

　ほどよく湿ったタオルを手にして葵のほうを見るなり美咲はギョッとして、手に持っていたタオルを床に落っことしそうになった。

　葵はパジャマの上着を脱いで下着姿になっていた。

　ホットピンクのフリルレースのブラジャーが、葵の魅惑的な膨ふくらみを楚々そそと覆い隠している。

　葵は背中に手をまわし、下着のホックを外そうとしている。

「あ、あの、お嬢様……っ？」

　首まわりや背中、脇といった、汗をかきやすい部分だけを拭くだけなら、下着まで脱いでしまう必要はない。

　葵はいったい『どこ』を拭かせるつもりでいるのだろう。

　ホットピンクのブラジャーが緩んで、紐が肩からずり落ちていく。

　そのようすを、ぼうっと見ていてはいけないと思うのに、顔も体も、瞳すら少しも動かせなかった。まさに釘付けだ。

　パサリ、と小さな音を立ててブラジャーが掛布団の上に落とされる。

　心の奥底ではずっと、その部分を見たいと思っていたのかもしれない。

　だからいま、目を逸らせないのかもしれない。

　葵の乳房は美しかった。

　大きすぎず小さすぎず、手で包めばきっとほどよくそこに収まる。

　思わず、手を伸ばしかけた。

　美咲はハッと我に返り、体ごとグルリと葵に背を向けて俯うつむいた。

「……私の体、拭いてくれないの？」

　後ろから抑揚のない声が聞こえた。

「あ、そ……そのっ……」

　言いよどむばかりで、うまく言葉を発することができない。

「……美咲」

　呼びかけられたので、ほんの少しだけ顔を動かして葵のほうを横目で見た。

「私の役に立ちたいって、美咲はいつも言うじゃない。だったら、ね……？　誠意を見せてよ」

　葵は熱に浮かされているのか、妙な気迫があった。

　もとより愛しい人にそんなことを言われれば無下むげにできるはずもなく、美咲は葵の姿をなるべく見ないようにして彼女の背中側にまわり込んだ。

「で、では……背中を拭かせていただきます」

　素手で彼女の体を拭くのは躊躇ためらわれたので、ポケットの中にしまっていた白手袋を嵌はめて濡れタオルを掴つかんだ。手袋が濡れてしまうが、仕方がない。

　葵の背は見るからに滑なめらかだった。もしもこのタオルの肌理きめが粗かったら、彼女の肌を傷つけてしまうのではないかと心配になる。

　美咲はシャボン玉に触れるがごとく葵の背を拭き上げる。

　――どうか、気づかれませんように。

　タオルを持つ手が震えてしまっていることには、絶対に気づかれたくない。

　腰元からうなじのあたりまで拭くのにもひどく緊張して、疲弊ひへいした。

　白手袋を外してタオルを絞り、ふたたび手袋を嵌はめてほかの箇所を拭く。タオルだけでなく手袋まで湿り気を帯びてきた。

「……胸のほうも、拭いて」

　美咲はタオルを持つ手をビクッと大きく弾ませた。

「え――ええ、と……それは……その」

　手を引っ込めて口ごもり、視線を彷徨さまよわせる。

「胸の……谷間のところが一番、汗をかいてる」

　まくし立てるようにそう言って、葵は身をくねらせてこちらを見つめてくる。

　悩ましげに寄った眉根と、潤んだ瞳。

　上気した頬に、瑞々しい唇。

　そして、美しい乳房。

　薄桃色の先端はツンと尖って、いじらしく上を向いている。

「……っ」

　なにかがグラグラと揺らぐのを感じた。

　それは理性か、あるいは平常心か。

　「自分で拭いてください」と言えば、また先ほどのように「誠意を見せて」と言われてしまうだろうか。

　美咲は思いきり下を向いて自分の足元を見つめたあとで顔を上げ、息を止めたまま葵の胸の谷間を軽くサッと拭き上げた。

　その性急さに驚いたのか、葵は目を丸くする。

「もっと……ちゃんと、拭いて」

　葵は不満そうに眉間みけんに皺しわを寄せた。

「で、ですが――」

　美咲は渋面を浮かべてあらぬほうに視線を投げる。

「ラプンツェルで、言ったこと……」

　葵は苦しげな表情のまま言葉を続ける。

「本当、だから」

　それがなんのことなのか、すぐにわかる。

　だってここ最近――『台詞にない告白そのこと』が気掛かりでならなかったから。

「美咲のことが好きなの。ずっと、私のそばにいて……私だけを、甘やかして……！」

　葵が必死の形相で右手を掴つかんでくる。

　美咲は大仰に体を揺らした。濡れたタオルがボテッと無様な音を立てて床に落ちる。

（私だって、お嬢様を甘やかしたい）

　四六時中、葵のそばにいて、世話を焼きたい。

　まわりのことなんてなにも見えなくなるくらい、葵のことだけを考えていたい。

「おねがい……手袋を外して。直じかに、触れて」

　白い手袋が葵の指先に引っ張られてズルッとずれる。しかし、手袋は湿り気を帯びているのでそう簡単には手から抜けない。

　白手袋この鎧を外してしまったら、どうなるだろう。

　直じかに彼女の素肌に触れたら、どうなってしまうのだろう。

　葵の肌の感触を確かめたい衝動に駆られる。

　美咲は葵に掴つかまれている右の手袋の端を左手で押さえた。それは手袋を外そうとしているようにも、懸命に抑え込んでいるようにも見える。

「美咲――」

　虫の鳴くような、いまにも消えてしまいそうな儚い声音で名を呼ばれた。

　美咲はぎゅうっと強く唇を噛む。

（でも私は仕える身で……。お嬢様は、いずれ立場のある方とご結婚なさる）

　嶺岸家の次期社長はおそらく、葵の夫となる男だろう。

　美咲は自身に言い聞かせるように首を横に振る。

「お嬢様は、私の宝物ですから……。この手で穢けがすわけには、いかないのです」

　微笑ほほえんだつもりだったが、上手くできただろうか。

「失礼、します」

　葵の顔が見えなくなるくらい深く頭を下げて、そのまま部屋をあとにする。

　廊下を歩きながら、せめて葵の服を整えてから部屋を出てくればよかったと後悔した。

（お嬢様は具合が悪いのに――……）

　これでは最低限の世話もできていない。

　だがあれ以上、葵のそばにいては気がおかしくなりそうだった。

　彼女が欲しい。

　けれど、欲ほっしてはいけない。

　手を伸ばせばすぐそこにある、愛しい存在。好意を示し、受け入れてくれる存在を自分から無下むげにするのは、堪こたえた。

　私室に戻って部屋の扉を閉めるなり、美咲はへなへなとその場に座り込んだ。

　瞳から勝手に涙が溢あふれてくる。

　美咲は声もなくひたすら涙を流した。嗚咽おえつを漏らしてはいけないと思った。

（だって――つらいのは、私じゃない）

　いまごろ、葵はわんわんと泣いているかもしれない。

　美咲は両手で自身の顔を覆う。そうして、涙を止めようとする。

（お嬢様のほうが、ずっと……つらい）

　――私が、お嬢様を傷つけた。


    
        第四章　仮初かりそめの誘惑


　葵に「好き」だと言われた翌日、一睡もできないまま、美咲は顔を洗うべく嶺岸邸の廊下を歩いていた。

　食堂へと入っていく葵の姿を見つけ、ギクリとして体を強張こわばらせる。

「おはよう、美咲」

　葵は美咲のほうを振り返り、満面の笑みを浮かべた。

（あ、あれっ……？）

　明日からどういう顔をして葵に会えばよいのだろうと悩んでいた美咲は拍子ひょうし抜けする。

「あの、お嬢様。ご体調は――」

「あぁ、もうすっかりよくなったわ。私の熱は一晩寝たら下がるのよ。いつものことでしょ？」

　あっけらかんとしてそう言う葵を美咲は凝視する。その言葉のとおり顔色もよく、すっかり元気になっている。

　熱を出して寝込んでいたのが嘘のように――何事もなかったかのようだった。

　一瞬、昨夜の出来事が夢だったのではないかとすら思った。

　――でも、葵の目は赤い。

「早く朝ごはんを食べましょう」

　微笑ほほえんだまま葵は食堂へと消えていく。

　その間、一度も目が合わなかった。

　いや――逸らし続けていたのは私のほうだ。

（当然のことだ。私が、突き放したんだから）

　美咲は下を向く。一晩じゅう泣いていたというのに、また涙が出そうになった。

（いけない……。私も、いつもどおりに振る舞わなければ）

　そうでなくては、自分自身を保たもっていられない。もしかしたら葵も、そうなのかもしれない。

　食堂で葵の食事の世話をするまではまだよかった。

　彼女の私室で二人きりになると、とたんに心拍数が上がった。

　美咲は手早く葵の髪の毛を結い上げて、「テラスへお出になりませんか？」と誘った。

「そうね」

　葵の斜め後ろを歩き、テラスへ出る。そこには植木の手入れをする庭師や、愛犬のハナがいた。

（密室で二人きりなのは、いたたまれない……）

　だから、こうして開放的な空間にいるほうがいい。

　閉ざされた空間に二人きりでいたらいよいよ、自分がなにかしでかしてしまいそうで怖いからだ。

　葵は愛犬ハナと楽しそうにじゃれ合っている。

　それは、いつもどおりの、眺め。

（本当に……なにもなかったみたい）

　自分から彼女を突き放したくせに、悶々もんもんとしている。なんて身勝手なのだろう――。




（もう、今年も残りわずか）

　授業中の教室で美咲はそのことを実感した。先生が『あとは冬休みの宿題にするから』と口にしたからだ。

　年末年始は家族で休みを貰って、母親の田舎に帰るのが毎年のことだ。

　その時期だけ、葵と離れて過ごすことになる。多忙な嶺岸夫妻も、その時期だけは長期連休を取るから、家族水入らずで過ごすというわけだ。

（ちょうどいい機会かもしれない）

　きっと私ばかり、ずるずると想いを引きずっている。このところの葵は至って普段どおりだ。

　ただ、以前と違うのは、葵が自分ではない他の友人と積極的に行動するようになったということ。

　自然と、美咲は一人でいることが多くなった。

　といっても、クラスメイトたちに避けられているわけではない。グループを作らなければならない場面ではきちんと誘ってもらえるし、カフェテリアでの食事もだれかしらと一緒だ。特定の仲のよい友人がいないというだけだ。

「――お隣り、よろしくて？」

　声がしたほうを見上げればそこには琴香がいた。

「はい、どうぞ」

　美咲が言うと、琴香は「ありがとうございます」と言って昼食が載ったトレイをテーブルに置き、隣に座った。

「……あの、美咲さん。もしよかったら明日、私わたくしの家いえにいらっしゃいません？」

　あまりに唐突な誘いだったので、美咲は「えっ？」と声を裏返らせた。

「琴香さんのお家うちに……ですか？」

「え、ええ……。お嫌かしら」

「いえ、そんなことはありませんが――」

　なぜ、突然そのようなことを言いだしたのだろうと疑問に思った。

　明日は冬休み前の最後の休日だ。

　嶺岸邸で悶々もんもんと過ごすよりも、どこかへ出掛けているほうが、気が紛まぎれていいだろう。

「それでは明日、お伺うかがいいたします。よろしくお願いします」

　美咲が言うと、それまでどこか緊張したようすだった琴香の表情が一気に晴れた。

「お待ちしておりますわ！」




　翌日、美咲は琴香の家から遣わされた車に乗って北篠家を訪ねた。

　車窓から見ても驚いたが、琴香の自宅は一般的な『家』とはかけ離れていた。西洋建築史の教科書に載っていてもおかしくない、立派な洋館だ。

　クリーム色の石造りの壁には真新しさは感じないものの、重ねられてきた歴史や由緒の正しさを実感させられる。

　玄関前、車寄せの上部はバルコニーが設しつらえてあった。その奥は塔のようになって、ドーム状の屋根が載っている。

　これはもはや、家ではなく文化財と称するほうがきっと正しい。

「――柏井 美咲様ですね。お待ちしておりました」

　玄関の前にいた、執事らしき男性が扉のノブに手を掛けた。ギイィッ、と古めかしい音を立てて、天井まである大扉が開く。

　まず目に飛び込んできたのは、天井から吊り下がる大きなクリスタルのシャンデリアだ。

　その眩まばゆさについ、目を細める。

「ようこそ、いらっしゃいました」

　目を細めて上を見ていたものだから、声を掛けられるまで琴香がすぐそばに来たことに気がつかなかった。

「お招きいただきありがとうございます。これを――心ばかりの品ですが、どうぞ。お納めください」

　手に持っていた土産の菓子折りを差し出すと、琴香は「まぁ」と嬉しそうに笑った。

「お心遣いありがとうございます。遠慮なく頂戴いたしますわ」

　琴香は美咲が持ってきた菓子折りを、そばにいた執事には渡さず胸の中に抱きしめた。

「美咲さんからの、初めての贈り物……」

　うっとりとしたようすで琴香がそう言うので、美咲はかえって戸惑ってしまう。

　贈り物、というほど大それたものではない。ただの茶菓子だ。

　もっとなにか、きちんとしたものを持ってくるべきだったのだろうかと少し後悔した。

「どうぞ、私わたくしの部屋へ参りましょう」

　赤い絨毯が敷き詰められた廊下を歩いていると、その途中で琴香によく似た女の子とすれ違った。

　女の子が会釈えしゃくするので、美咲もまた頭を下げた。

「私わたくしの妹ですわ」

　訊きかずとも琴香が言った。美咲は内心「やっぱり」と納得する。

　顔立ちもそうだが、楚々そそとした雰囲気もよく似ている。根っからの『お嬢様』という感じだ。

　招き入れられた琴香の私室は『絢爛けんらん』の一言に尽きる。

　壁には天使が描かれた絵画や造り付けの大鏡があり、天井には小ぶりのシャンデリアが吊り下がっている。小ぶりといっても、エントランスホールのシャンデリアがあまりにも大きかったからきっと、そう見えるだけだ。

　ソファに座るよう促うながされたのでそうすると、白いエプロンを着た中年の女性がティーワゴンを押して部屋の中に入ってきた。慣れた手つきでてきぱきと紅茶を淹れて、ローテーブルの上に置く。その後、女性はケーキバイキングさながら様々な種類のケーキをテーブルの上に並べて部屋から出ていった。

「どうぞ、お召し上がりになって」

「あ、ありがとうございます」

　多種多様なケーキに圧倒されながら、美咲はひとまず紅茶に手をつける。茶葉の量、湯温ともに完璧な、美味しい紅茶だった。

「美咲さんがどういうケーキがお好みかわからなかったから、いろいろなものをご用意いたしました。お口に合うものがあればよいけれど……」

　向かいに座る琴香が俯うつむき加減で不安そうにこちらを伺うかがってくる。

「ありがとうございます。私は甘いもの全般好きですので」

　これだけ用意してもらって一つも食べないのはかえって失礼なので、手近にあったケーキを一皿、引き寄せてフォークを取った。見たところチーズケーキだ。

　三角形に切り取り、口へ運ぶ。チーズの芳醇ほうじゅんな香りが鼻から抜ける。

　甘いものが好きだという先ほどの言葉に嘘はない。それは葵も同じだ。

（あ、いけない……。また、お嬢様のことを考えてしまった）

　いつだって葵のことを思い浮かべてしまうのは悪い癖だ。そばにいないときは特に、そうして彼女のことを気にしてしまう。

　美咲は唇を一文字に引き結んだあとで、微笑ほほえみを作って「美味しいです」と言った。

「お口に合って、よかったですわ。さあ、どんどんお食べになって」

　そういう琴香はケーキには手をつけようとしない。こちらばかりが食べているのでは少し居心地が悪い。

「琴香さんはお召し上がりにならないのですか？」

「そうですね……。では、美咲さんと同じものをいただきますわ」

　そうして琴香はチーズケーキの皿を取り、上品に切り取って口に入れた。頬に手を当てて「んん」と嬉しそうに唸うなる。

　美咲は琴香に勧すすめられるままケーキを食べ進めたが、三個目のラズベリーケーキを平らげたところで満腹になった。もう、お昼ごはんは食べられそうにない。

「ところで、美咲さん……？」

　ケーキが隙間なく詰まっているであろうお腹を摩さすりながら「はい？」と答える。

「葵さんと……なにか、あったのですか？」

　緩んでいた糸がとたんに張りつめる。思いがけずドキッとしてしまった。

「ここ最近の美咲さんは、なんだか……沈んでいらっしゃるように見えたから」

「そんなこと、ありません」

　沈んでいるのではない。やるせないというだけだ。

　美咲が視線を落とす。

　琴香は思わぬ行動に出る。

「わ……私わたくしが慰めて差し上げましょうか？」

　その声は震えていた。

　美咲はなんのことかすぐにはわからず、顔を上げて正面を見る。

「……っ!?」

　琴香が白いブラウスの胸元のボタンを外していたので、美咲はふたたび下を向いた。

「あ、あのっ？　なにを――」

「葵さんの代わりだと思ってくださって構わないですから」

　きっぱりとそう言って、琴香が立ち上がる。パサリ、という衣擦きぬずれの音がした。琴香が着ていた白いブラウスがソファの上に落ちたものと思われる。

　琴香は下着姿で美咲の眼前に座り込み、自身の背に腕をまわす。白いレースのブラジャーのホックをプチンと弾いて緩ませ、肩紐を反対側の手で落としていく。

　普段の制服や、先ほどまで彼女が身に着けていた白いブラウスの上からではわからなかったが、そこにはふくよかな乳房が鎮座していた。

「葵さんのこと……好きなのでしょう？」

　苦しげな表情を浮かべて琴香は美咲の手首を掴つかむ。

「私わたくしは、それでもいいのです。美咲さんの、都合のよい存在で構わない。あなたに、触れてさえもらえればそれで――……」

　手首を引っ張られ、無理やり乳房に触さわらされる。

　いや、抵抗しようと思えばできたはずだ。

　いま目の前にある乳房に、葵のそれを重ねてしまった。それで、腕に力が入らなくなってしまったのだ。

　美咲は自責の念に駆られ、顔を歪ゆがめる。

「だ――だめ、です」

　顔を背け、琴香の手をやんわりと振り払う。

（お嬢様の代わりに、なんて……そんな理由で、触れていいわけがない）

　奥歯を噛みしめて美咲はソファから立つ。

「――っ、帰ります。ケーキ、ごちそうさまでした」

「ゃっ……待って！」

　琴香も立ち上がる。それから、美咲の腕に胸を押しつけて引き留めた。

「美咲さんが帰るというのなら、この恰好のまま外まで見送りにいきます」

「なっ……！」

　美咲の顔が引きつっても、琴香は自分を曲げない。

「困るでしょう？　だから……お願い、触さわって」

　美咲は部屋から出るに出られず、よりいっそう表情を渋くする。

　琴香に引っ張られてふたたびソファに座る。

　性急な動きで手首を掴つかまれたかと思えば、すぐに乳房を握らされた。

「揉んでください。先端も、弄いじって」

「……っ、琴香さん……！」

　がむしゃらに手首を動かされ、弥いやが上うえにも琴香の乳房を揉みまわし、薄桃色の先端を嬲なぶることになる。

「こ、こんなこと――」

「いいから……っ」

　琴香は頬を赤く上気させて、息も絶え絶えに言う。

「私わたくしが満足するまで、続けて」

　スカートが捲めくれ上がるのも気に掛けず琴香はソファの座面に踵かかとを載せ、大きくＭ字に脚を開いた。

　左手で美咲の右手を取り、脚の付け根にあてがわせる。

　指に触れたのは、ショーツのクロッチ部分。指先が、ほんの少し湿る。

「擦こすってください……激しく」

　美咲はゴクッと息を呑んだ。

　どうしてこんなことになってしまったのだろう、と頭の片隅で思いながらも、琴香に言われるまま両手を動かした。

　――これで彼女が満足するのなら、いい。

　早く終わらせてしまいたかった。そうでなければ、背徳感で心が潰れてしまう。

　ひどく凝こり固まった乳頭を摘つまんで揺さぶり、ショーツの奥にある珠玉を執拗しつように擦こすり立てる。

「あぁ、ああぁっ……！」

　琴香は口を大きく開けて喘ぎながら身を仰のけ反ぞらせ、快感を満喫する。

「ふゎあぁ、あぁっ……もぅ、だめ、だめ、あぁあぁ――……ッ!!」

　絶叫して、琴香はこと切れたように全身を弛緩しかんさせた。

　琴香の、「はぁ、はぁ……」という吐息だけが部屋の中に響く。

「……満足、しましたか？」

　ぽつりと尋ねる。

　すると琴香は短く「ええ」とだけ答えた。




　月曜日の放課後。

　美咲は琴香に呼び出されて体育館裏にいた。

「先日は……その、ごめんなさい。無理にお引き留めして……あのようなこと」

　琴香は恥ずかしそうに耳まで赤くしてそう言った。

「いえ……」

　どういう言葉を返せばよいのかわからなかった。

（私も……謝るべきだ）

　少しの気持ちもないのに、彼女の体に触れてしまった。

　そのことを謝るべく口を開くのと同時に、琴香に真正面から抱きつかれた。

「……っ！　こ、琴香さん」

「でも私わたくし、後悔はしていませんの」

　琴香に両頬を掴つかまれた。そのまま、顔の距離が近くなる。

　このままでは唇同士がぶつかってしまう。早く彼女を押しのけなければ――。

「ちょっとぉーっ！」

　耳に届く、愛してやまない人の声。

　押されたのか、あるいは引っ張られたのかわからないが、体育館の壁に軽く背を打ちつける。

　上を向けばそこには、自分と揃そろいの三つ編みが施された葵の後ろ姿があった。

「私はまだ諦あきらめていないんだから！」

　大声で、吐き捨てるように琴香に向かってそう言い放ち、葵は美咲の手首を掴つかんで走り出す。

「お、お嬢様……っ！」

　あまりに突然の出来事に、思考がついていかない。

　葵はいったいどこへ向かって走っているのか、鞄も持たずに学校を飛び出して道路へ出た。その後もがむしゃらに走り、落ちるように土手を下り、高架下に行き着く。

「んっ――!!」

　コンクリートの壁に体を固定され、唇を押しつけられる。

　わけがわからなくて、でも葵とキスをしているのが嬉しくて――涙が出てくる。

　唇が離れると、葵の息がひどく乱れているのがわかった。

　全力疾走したせいか、あるいはキスをしたせいか。きっと両方だ。

「美咲は……っ、私のことっ……どう、思ってるの」

　葵は大きく息を吸い、長くゆっくりと吐き出した。

　険しい顔つきで見つめられる。迷いの感じられない、鋭い視線だった。

「正直な気持ちを教えて。私が嶺岸家の一人娘だとか、あなたの仕事だとか――そういうことは一切、忘れて」

　ドクドクと胸が鳴る。

　全身に汗をかいている。

　呼吸はいっこうに整わない。

「……お慕したいしています」

　やっと、絞り出した。

「もっと、わかりやすい言葉で言って」

　曖昧あいまいな言葉ではだめらしい。葵は容赦ようしゃがない。

「好き、です……っ」

　口にしてしまえばいよいよ涙腺るいせんが決壊して、みっともなくぼろぼろと涙が零こぼれ出てくる。

　葵は目尻に涙を溜めて破顔して、美咲の涙を指先で拭った。

「私も、美咲のことが好き。だから……それでいいじゃない」

　そうして涙を拭ってもらっても、乾くことはなく次から次に水粒が溢あふれ出る。

「私のこと、突き放さないで。余所見よそみしないで。美咲がそばにいてくれなくちゃ、私――おかしくなる」

　細い腕が背にまわり込み、ギュッと抱きしめられる。

　美咲は戸惑いながらも、温かく華奢きゃしゃな体をそっと抱きしめ返した。


    
        第五章　百合模様


　終業式のあと、美咲は琴香を体育館裏に呼び出した。以前、琴香に謝罪されたときとは逆だ。あのときは琴香に呼び出された。

　琴香は初めから浮かない顔をしていた。話を聞かずとも、わかっているようだった。

「琴香さん。私――」

「葵さんと、上手うまくいったのね」

　言葉をかぶせられ、みなまで言えない。

「ひとときでも夢を見ることができて幸せでしたわ」

　琴香は「ふう」と息をついて目を伏せた。悲壮感が漂っているが、落ち込んでいるようには見えない。

「でも、私わたくしだって、まだ諦あきらめませんから」

　美咲はまたしても、返す言葉に困るのだった。




　葵と想いが通じ合って、別段なにか変わったのかと問われれば否だ。

　ただ、葵からのスキンシップが増えて、こちらとしては少々堪こたえる。

（両想いになったからって、安易に触れていいわけじゃ……ない）

　大切だからこそ、躊躇ためらわれる。本当にいいのだろうか、と。

「――美咲！　デートするわよ！」

　私室で荷物の整理をしていると、葵が部屋の中に飛び込んできた。扉は開けっ放しだった。

「えっ？　デ、デート……ですか？」

　美咲は小声で尋ね返す。

　この邸にはいま他にだれもいないはずだけれど、葵と想いが通じ合ってしまったという背徳感も相まって声を潜ひそめずにはいられなかった。

「そう！　……って言っても、船上パーティーに招待されただけなのだけれどね。急にお声が掛ったものだから、お父様は都合がつかなくって。私たち二人で行ってきなさい、だって！」

「それは、いつですか？」

「明日の夜よ！」

　明後日からは長期連休に入る。その後しばらく――といっても一週間ほどだが――葵に会えなくなる。できるかぎり葵と一緒にいたいと思った。

「わかりました。お供いたします」

　美咲が言うと、葵は大輪の花が咲いたような満面の笑みになった。

「じゃあさっそく、ドレスを買いに行きましょう。いまからすぐに出られる？」

「はい」

　美咲はこのとき、てっきり葵のドレスを買いに行くものと思っていた。

　お抱え運転手の車で最寄りのアパレルショップに着くと、葵はどこかうきうきとしたようすでドレスを手に取り、美咲にあてがった。

「あ、あの？　私にあてがうよりも、ご試着なさったほうがよろしいかと」

「なに言ってるの？　私は、いま家にあるものでいいわ。今日は美咲のドレスを買いに来たのよ」

　美咲は「えっ!?」と驚嘆する。

「いえ、私はいつもの恰好で結構です」

　普段から着ているスーツで充分だ。そのほうが動きやすい。

「だめよ！　お父様の代わりに、嶺岸家の代表として私たちがパーティーへ行くのだから！」

「それでしたらやはり、お嬢様がドレスをお召しになればよろしいわけで――」

　葵の表情がみるみるうちに曇っていき、終しまいには憤りを含んだものに変わる。

「つべこべ言わないの！」

　頬を真っ赤にして憤慨したようすでピシャリと言われれば、それ以上なにも発言できなくなる。

「ドレス代は私のお小遣いから出させてね」

　美咲は「そんなわけには」と言って首を横に振る。あまり楯突たてつくとまた葵の機嫌を損ねてしまうかもしれないから、はっきりとした否定の言葉は言えずにいた。

「ドレスの一着くらい、プレゼントさせてよ。美咲にはいつも、すごくお世話になってるから……少しでも、なにかしたいの」

「お嬢様……」

　美咲はキュッと下唇を噛む。

「ありがとうございます」

　礼を述べると、葵は穏やかに微笑ほほえんで、ドレス選びを再開した。




　闇色の海に、ライトアップされた真っ白な船が浮かんでいた。

　それは、想像していたよりも格段に大規模な船のパーティーだった。

　ドレスの上に厚手のコートを羽織り、葵と連れ立って船の中へ入る。葵は「船上パーティー」と言っていたが、パーティーは甲板かんぱんではなく船内で催された。

（この時期に甲板かんぱんでパーティーをしていたら、体が冷える）

　船内のパーティー会場はすぐにコートが要らなくなるくらい暖かかった。ここが船の中だということをつい忘れてしまいそうになる。それほど会場は広かった。豪勢な料理が載せられた円卓がいくつも置いてあって、目移りする。

　コートをクロークに預けて会場内を闊歩かっぽし、主催者に挨拶をする。それさえ済ませれば、あとは自由にしていていい、と葵は父親に言われたそうだ。

「美味しそうなお料理やケーキがたくさん！」

　葵は小声でそう言って朗ほがらかに笑う。彼女につられて笑みを零こぼしながら美咲は「そうですね」と口元を緩ませた。

　葵のドレスはあたたかみのあるピンク色だった。腰にリボンのサッシュベルトがつき、スカートの裾すその半分はレース、残りのもう半分はプリーツになっている。

　このドレスを着ているところは何度か目にしたことがあるが、いつ見ても新鮮だ。可愛らしい。

（私の、これは……似合ってるのかな）

　淡い水色のサテン生地の上にレースが重ねられ、スカートの前面は後ろよりも裾すそが上がったデザインのドレスだ。

（ううん。お嬢様がプレゼントしてくださったんだから）

　じつのところ、袖そでを通すのがもったいないとすら思った。このドレスは一生の宝物になりそうだ。

　葵と二人で料理を満喫しているときだった。

「――美咲さん」

　声がしたほうを振り返る。

「こんばんは。こんなところでお会いできるなんて……奇遇ですわね」

「こ、琴香ちゃん……!?」

　葵が驚きに目を剥むくと、琴香は何食わぬ顔で「葵さん、こんばんは」と言った。

「こ、こんばんは……」

　葵はあからさまに引きつった笑みを浮かべている。

「もしよかったら私わたくしもご一緒させていただけません？　連れが帰ってしまって、一人ですの」

　美咲はなにも答えず葵に視線で伺うかがいを立てる。

「え、ええ。もちろん」

　すると琴香は「嬉しい」と言って微笑ほほえむ。いっぽう葵は相変わらずの引きつり笑いだ。

「美咲さん、そのドレス……すごくよくお似合いでしてよ」

　どこかうっとりとしたようすで琴香が言った。

「美咲のために選んで、プレゼントしたの。私が！」

　すかさず葵が言う。

「まぁ……。葵さん、素敵なセンスをお持ちで」

「ありがとう」

　二人とも笑ってはいたが、なんとなく――場の空気が重かった。




　嶺岸邸に戻ると、葵は「あぁ、疲れた！」と言ってリビングのソファに腰を下ろした。

「なにか温かいものをお淹れいたしましょうか」

「そうね……お願い。美咲のぶんもね」

　美咲は眉を下げて微笑ほほえみ、「わかりました」と言う。それから、ハーブティーを淹れる準備をする。このあとは入浴して眠るだけだから、ノンカフェインのもののほうがよいだろう。

　二人分のハーブティーを淹れてローテーブルの上に置くなり、

「船のパーティーに招かれたのって……もしかしたら琴香ちゃんの根回しかも」

　葵が唐突に言った。

「だってお父様も驚いていらっしゃったもの。今日は前々から外せない予定があって、船のパーティーには行けないって言ってたのに……。取引先の人から、娘さんだけでも、って強引に招待されたって」

　美咲は葵の隣に腰掛け、小首を傾げる。葵の意見には同調するのも、否定するのも憚はばかられた。

「――うん、絶対そうよ！　琴香ちゃんが……北篠財閥が絡んでるに違いないわ」

　そうして息巻いて、葵はハーブティーを一気に飲み干した。

「おかわりをお注ぎしましょうか」

「けっこうよ」

「そうですか……」

　美咲は曖昧あいまいに笑って自分のぶんのティーカップを手に取り、ハーブティーを啜すする。

「ねぇ……。このあいだ、美咲が一人で出掛けたことがあったわよね。……どこで、なにをしていたの？」

「――ぶっ」

　口に入れたハーブティーを噴き出してしまいそうになった。

　美咲は口を押さえて「コホン」と咳払いをしてティーカップをソーサーに戻す。

　世の中の、浮気を追及される夫はきっといまのような心境に違いない。

　葵はおそらく確信を得ている。そうでなければ、琴香のことを口にしなかっただろう。

　言い逃れはできない。葵に対して嘘をつくのは嫌だ。

「あの日は――……」

　美咲は眉間みけんに皺しわを寄せて、洗いざらい白状した。

　言葉を飾ることも、隠すこともせず、ありのままを正直に話す。

　葵はしばらくなにも言葉を発しなかった。

　美咲は視線で葵のようすを伺うかがう。先ほどからまったく表情が変わらないので、なにを考えているのか計はかり知れない。

「……美咲」

「は、はい」

　上ずった声で返事をすると、葵が身を乗り出してきた。

「私にも、同じことをして。……ううん、それ以上のこと……してほしい」

　その瞬間、美咲は全身の血が滾たぎるのを感じた。

　ハーブティーを飲んで体が温まったからという理由ではない。

　葵に欲情して、総毛立っているのだ。

「で、ですが……いけません、そのようなこと」

　美咲は視線を逸らし、必死に理性を強調する。

「琴香ちゃんにはできて、私にはできないっていうの!?」

「いえ、そういうことではなくてっ……」

　どう言えば伝わるのだろう。

（お嬢様のこと、大切にしたいのに）

　それが、上手うまく伝わらない。

「じゃあなんだっていうの！　……美咲はいつも考えすぎよ」

　いまにも泣き出しそうな顔になって、葵は美咲に縋すがりつく。

「なにも考えずに……思うまま、行動して」

　伏せられた顔から発せられた一言が心に突き刺さる。

（思うまま――）

　両手が勝手に動く。

　抑え込んでいたあらゆるものが、先ほどの葵の言葉で堰せきを切ったように溢あふれ出す。

　美咲は葵の体を抱き込み、背のファスナーを一気に引き下ろした。葵の両肩がわずかにピクリと跳ねる。

　赤紫色のブラジャーのホックを外して、ドレスごと肩から落とした。

「……ぅ」

　葵が小さく呻うめく。そんな小さな声にすら下半身を刺激される。

　美咲は露あらわになった葵の乳房をまじまじと見下ろした。よく見たいと、ずっと思っていた。

　もう、遠慮なんてしない。思うままに、する。

「乳首……尖ってます」

　指摘すると、葵の頬は瞬く間にカッと朱を帯びた。

「だ、だって……！」

　しかしそれに続く言葉はない。

　葵は恥ずかしそうに唇を噛みしめて肩を竦すくめる。

　先ほどから意思とは無関係に両手が動く。

　手のひらは吸い込まれるように葵の乳房を掴つかみ、ぐにゃぐにゃと揉みまわした。

「ぁ、ぁんっ……」

　葵から高い声を引き出せたことに身も心も悦よろこぶ。もっと、聞きたい。

（でも、いきなり乳首に触さわったら……痛いかも）

　そこはとてもデリケートな部分だ。がむしゃらに揺さぶればいいというものではない。

　美咲は慎重に、薄桃色の際を指で擦こすった。

「あっ、あぁっ……！」

　葵の反応がさらに色好いろよいものに変わる。

（大丈夫そう……？）

　少しずつ指を進めて、薄桃色の部分を侵食していく。

　尖りの根元に達すると、そこをこちょこちょとくすぐるように揺らした。

「ひゃっ、あっ、ぁんっ……」

　悩ましげに眉根を寄せて、葵は連続して嬌声を漏らす。そのようすを目まの当たりにして、こちらまで息が弾んでしまう。

　美咲は秘かに深呼吸をして、葵の二つのいただきを指のあいだに挟んだ。

「あぅんっ！」

　葵の全身がビクッと跳ね上がる。

「お嫌でした？」

　不安になって尋ねると、葵は唇を引き結んだままぶんぶんと首を横に振った。

　美咲はホッと安堵あんどして、葵の胸飾りを扱しごく。

（硬いけど、しなやかで……不思議な感触）

　指の腹でやんわりと擦こすり合わせると、葵は「あぅ、うぅん」と猫なで声を上げながら身をよじった。

（お嬢様、気持ちよさそう……）

　ぞくぞくとしたなにかが身の内に湧き起こる。

　それはきっと、劣情。

　己の中で肉欲が膨ふくれ上がる。

「脚を広げて……ソファの上に踵かかとを載せてください」

　いやに命令的な言い方をしてしまったと後悔したものの、葵が気を悪くするようすはなく、むしろ嬉しそうにおずおずと脚を動かし始めた。

　ところが、スカートの中は見られたくないらしく、脚は閉じられたままだ。

「脚は、左右に広げてください。大切な部分が、私に見えるように」

「……！」

「だって、そうじゃなきゃ……触さわれない」

　美咲が言うと、葵はゆっくりと秘所を開け広げにした。

　そこはショーツに覆われていて、直に秘部を晒さらしているわけではないというのに、恥ずかしそうにしている葵がいじらしい。

　硬く尖りきった乳頭を左手の人差し指で緩く嬲なぶりながら、右手は赤紫色のショーツのクロッチ部分に向かわせた。

　触れるのは少し躊躇ためらわれる。

　乙女の秘園に、欲望のままに触れてよいのだろうか。

　ふと葵と視線が絡んだ。

　潤んだ瞳がジイッとこちらを見つめてくる。期待と不安に満ちているようにも思えた。

「ここに、触さわっても……いいですか？」

　尋ねると、葵は即答した。

「いいに、決まってる」

　美咲は喉を鳴らし、秘めやかな箇所に人差し指を立てる。

（湿ってる……）

　込み上げてくる悦よろこびに背を押された美咲は指先を上下に素早く動かすことで葵の蜜源を愛めでた。

「あぁ、あっ、やぁんっ……！」

　それまで以上に身悶みもだえして、葵は絶え間なく喘ぐ。

　柔らかな乳房がふるふると上下に揺れるのがとてつもなく淫らだった。

　美咲は大きく息を吐き、乳首を摘つまむ指、ショーツにあてがった指をそれぞれ意識的に動かして葵を快楽の高みへ追い込む。

「あぁあぁああ、あぁ――……ッ!!」

　いまだかつて聞いたことのない大声を上げて、葵はビクン、ビクンッと肢体を震わせる。

　美咲は葵の瞳を間近で見つめた。涙の膜が張っているような気がした。

　わずかに開いたままの唇に、唇を重ね合わせる。

　そうして、葵の柔らかさを堪能した。


    
        第六章　西国の年越し


　母親の実家がある九州へ帰省するため、空港へ向かうという直前になって、美咲は葵から思わぬ提案を受けて困惑した。

「お嬢様も、九州に……!?」

　嶺岸邸の玄関先で、葵は準備万端にピンク色のキャリーケースを持って美咲に迫る。

「そう。一緒についていきたいの」

「ですが、せっかくご両親とゆっくり過ごされる機会なのに」

「両親も、たまには二人でゆっくり過ごしたいのじゃないかしら。だから、いいの。それに、私のぶんの飛行機の予約も取れてるわ」

「えっ!?」

　いつの間にそんなことをしていたのだろう。

「……私は、美咲と一緒にいたい」

　切実そうにそう訴えかけたあとで、葵は目を伏せる。

「私がいないほうがゆっくり寛くつろげるっていうなら……諦あきらめるけれど」

「まさか！　そんなわけ――」

「じゃ、いいわよね」

　先ほどまでの悲壮感はどこへやら、葵は一転して笑顔になった。

「早く行かなくちゃ。飛行機に乗り遅れちゃう」

「は、はい」

　葵は喜々としたようすで自分のキャリーケースを車のトランクに入れ、座席に乗り込む。すっかり葵のペースだ。

　空港に到着し、手荷物検査場を過ぎると、母親が葵に提案する。

「葵ちゃん、私の席と代わりましょうか。美咲の隣のほうがいいでしょ？」

「よろしいのですか!?　あ、でも……」

　葵が伺うかがわしげな視線を寄越よこしてくる。

「私は、お嬢様の隣がいいです」

　美咲の一言で、葵の表情が晴れやかなものになる。

「では、お言葉に甘えて！」

　飛行機は定刻に、九州へ向かって出発した。

　葵が窓際の席、美咲はその隣に座った。

「おばさまに席まで代わっていただいて……家族水入らずを邪魔しちゃって、ごめんね」

「気になさっていたのですか？」

　冗談っぽく言うと、葵はバツが悪そうに唇を尖らせた。

「そりゃあ、強引についてきたわけだし……気にするわよ」

　強引についてきたという自覚があったのかと、美咲は心の中で苦笑する。

「ねぇ……お休みのあいだ、美咲は私のこと『お嬢様』って呼ぶの禁止ね」

「なぜですか？」

「だって、いまはお仕事中じゃないでしょう？　だから、世話を焼くのも禁止。いいわね？」

「そ――……わかりました」

　反論したところで、結果は同じだ。葵は一度言い出したら聞かない。

「あっ、美咲！　見て」

　葵が機内の小窓を指さすので、身を乗り出して覗のぞき込む。

　そこには雲が海のように連なっていた。真っ白な雲海が視界いっぱいに広がっている。

「綺麗ですね」

「ええ……」

　うっとりとしたようすで雲海を眺める葵を盗み見る。

　この景色を二人で眺められることが、嬉しくてたまらなかった。

（考えてみたら、お嬢様と初めての旅行だ）

　そう思い至ると、天にも昇る心地になる。

　せっかくの旅行だ。めいっぱい楽しもう、と美咲は心に決める。

　九州の空港に到着したあとは、一時間ほど電車の旅だった。

　普段、お抱え運転手の車にばかり乗っている葵は鈍行列車に乗るのですら楽しいらしく、終始はしゃいでいた。

　美咲もまた、葵が一緒だというだけで楽しくなる。

「ここが、おばさまのご実家――」

　昔ながらの一軒屋のまわりに、野菜畑が広がっている。ここには今年で九十歳になる祖母が一人で住んでいる。

「前々から、来てみたいと思っていたの。素敵なところね……」

　葵はあたりを見まわして深呼吸をした。

「うぅん、空気が美味しい！」

　満足そうに言って、祖母の家に入る。

「なんにもないけどねぇ、ゆっくりしてってね」

「ありがとうございます。お世話になります」

　葵は深々とお辞儀をして、祖母がお茶を淹れるのを手伝った。美咲も加わり、三人で緑茶を淹れる。

　夕方、父親と祖母は畑へ、母親は台所に立って食事の支度を始めた。

　美咲はというと、葵と二人で並んで炬燵こたつに入り、ぬくぬくと過ごしていた。

「ねぇ……私のこと、名前で呼んで」

　緑茶が入った湯呑みを両手で持ったまま葵が言った。

「葵様、なんて野暮ヤボな呼び方はナシね。……私の、名前だけを呼んで。よけいな言葉は要らない」

　美咲は傍かたわらにいる葵をジイッと見つめる。葵の横顔は真剣そのものだった。

「葵」

　呼び捨てることに少しも抵抗がなかったわけではない。

　でも、葵が望むことにはなんでも従いたかった。

「ふふ……」

　嬉しそうに笑って、葵がもたれ掛かってくる。

　美咲は目を閉じた。肩に触れる温もりが愛おしい。炬燵こたつの温かさとは異なり、心にまで染みてくる。

　ふと、太ももでなにかが蠢うごめいた。

　驚いて目を見開き、膝の上を見る。祖母は猫を飼っていただろうかと思ったがそうではなく、そこにあったのは葵の手だった。

「お、お嬢様？」

　ついそんなふうに呼びかけると、葵はぷぅっと頬を膨ほほらませて不満を露あらわにした。

「呼び方が違う」

「すみません。……葵」

　当分、呼び慣れそうにない。

「美咲？　私ね……このあいだは……その……気持ちよかったなぁって」

　葵の手がＧパンの内側をすりすりと摩さする。

「だから、美咲にも……気持ちよくなってもらいたいなって……思うんだけど」

　ドキンッと胸が鳴るのと同時に焦あせる。

「こ、ここで、ですか？」

「……うん。イヤ……？」

　葵が首を傾げる。顔を覗のぞき込まれる。

　――嫌ではない。嫌だとは少しも思わない。

　美咲が小さな声で「イヤなわけありません」と答えると、とたんに葵は口元をほころばせた。

「じゃあ……ベルトを外して」

　言われるまま、ベルトを外してＧパンの腰元を緩める。ファスナーを下ろしたのは葵の手だ。

　Ｇパンの、緩んだ隙間から葵の指が中へと侵入して、黒いショーツを手探りする。

「ふっ……」

　陰毛のあたりを細い指先がぐるりと這った。葵はそのつもりはないのだろうけれど、つかず離れずの指遣いがいやにじれったい。

　葵の指が下へずれて、割れ目を見つける。ショーツ越しに小さな豆粒を捉とらえるやいなや、小刻みに擦こすり立て始めた。

「美咲……？　いま、どんな気持ち？」

「ん、ん……っ。いい、です。すごく……」

「そう」

　葵は嬉しそうに微笑ほほえんだあと、思案顔になった。

「胸、を……弄いじるのは、さすがにまずいわよね……」

　胸元をじっと見つめられ、恥ずかしくなる。

「そ、そうですね」

　同調したものの、本音は違う。

　衣服の下ではきっと、乳房の先端が尖りきっている。葵に見つめられ、そして下肢の付け根を擦こすられることで快感を覚えて、乳頭は凝こり固まっている。

「は……ぅ、んん……っ」

　他人にそこを弄いじられるのがこんなにも気持ちのよいものだとは知らなかった。いや、だれに弄いじられてもそうというわけではない。葵だからこそだ。

　美咲は耐え忍ぶように炬燵こたつの天板に両手をついた。

　葵の指先が速度を増す。快感が、容赦なくどんどん高まっていく。

「あ、あぁあ、あぁ――……！」

　心地よい快楽の波が下半身で弾けて、手や足の先へとまんべんなく広がっていった。

（私――）

　人前で、愛しい人の前で快感を極めるのはこれほど恥ずかしいことなのか。

　美咲は口元を手で押さえて俯うつむく。

「美咲？　……どうしたの？」

「いえ、その……恥ずかしいな、と……」

「なぁに、それ」

　葵は呆あきれたようにクスッと笑い、美咲の頬にちゅっと触れるだけのキスをした。


    
        終　章　新たな年


　年末年始というのはどうしてこう、あっという間に過ぎるのだろう。

　葵とともに年を越し、餅を食べ、書き初めをして、正月の宴を楽しんだあとは飛行機に乗って嶺岸邸へ帰った。

　あとまわしにしていた冬休みの課題をひらすらこなし、終わる頃には新学期を迎える。

　そうしてすぐに、日常が戻ってくるのだ。

「明けましておめでとう」

　クラスメイトたちは新年の挨拶を交わし、冬休みのあいだになにをしていたかを話す。ここはお嬢様学校なので、彼女たちのほとんどが年末年始は海外で過ごす。

　そんな中、葵が「今年は美咲のおばあちゃんの家に遊びに行ったの！」と嬉しそうにクラスメイトに話しているのを小耳に挟んだ。嬉しいやら、気恥ずかしいやら、複雑な心持ちになった。

（でも、楽しんでもらえたみたいでよかった）

　祖母の家は田舎で、なにもないところだ。葵には退屈ではないだろうかと心配もあったが、彼女は滞在中ずっと笑顔でいてくれた。

「美咲さん、明けましておめでとうございます」

　椅子に座って荷物の整理をしていると、琴香がやってきた。

「明けましておめでとうございます」

「旧年中は大変お世話になりました。本年もどうぞよろしくお願いいたします」

　そう言って琴香が深く頭を下げるので、美咲も慌てて頭を低くした。クラスメイト相手にここまで言うのは琴香くらいだと思う。

「長いお休みで、美咲さんにお会いできなくて……寂しかったですわ」

　琴香は眉根を寄せて伏し目がちになる。

「あら、それはお可哀そうに。私は美咲とずーっと一緒だったから、心中お察しいたします」

　どこからともなく葵が現れて矢継やつぎ早ばやに言った。

　琴香の眉がピクッと動く。

「ずっと一緒だったのでしたら、少しくらい美咲さんからお離れになってもよろしいのでは？」

「い、イヤよ」

「美咲さんだって、たまにはお一人になりたいのではないかしら。ずっとお守もりではお疲れになってしまうわ」

　ボソリと、やっと聞き取れる声だったが琴香がそんなことを言うものだから、美咲は肝が冷えた。

　それからすぐにホームルームとなったので、その場はなんとかなったが、葵が機嫌を悪くしたのは明らかだった。

　授業中もずっとむくれていて、それは放課後になっても続く。

　演劇部の年始一番の活動――初稽古はつげいこは講堂ホールで行われる。そのときはたいてい、見物の学生がいる。

　講堂ホールの座席の最前列に琴香の姿があったものだから、葵は部活中もどこか不機嫌だった。

「琴香ちゃん、美咲のことばっかり見てた」

　ロッカールームに残っているのは美咲と葵だけだった。

「そうですか？」

　演劇部の全体の練習が終わったあと、葵の個人練習に付き合っていたらとっぷり陽が暮れてしまった。

　近々引退する予定の先輩たちは葵の熱心な姿を見て大おおいに関心し、次期部長は葵に決まりだと話していた。

「私は、葵ばかり見ていましたが」

　ありのままを述べると、葵はブレザーの金ボタンを留めながら唇を引き結び、ロッカーの中の鞄に手を伸ばした。しかし、その右手が鞄を掴つかむことはなかった。

　つい先ほど留めたばかりの制服のブラウスのボタンを、どうしてかプチプチと外し始める。

「ぁ、葵？」

　彼女はいったいなにをするつもりなのだろう。

　美咲はただそれを見ていることしかできない。

　葵はブラウスの胸のところだけボタンを外して、中の白いブラジャーを無理に捲めくり上げた。そうして乳房を外へと曝さらけ出す。

　赤いリボンはそのまま、二つの乳房が紺色のブレザーの上にのっかるというなんとも卑猥ひわいな状態になった。

「触さわって……」

　あられもない恰好で葵が迫ってくる。

　美咲はその場に立ち尽くす。前へも後ろへも動けなった。背は壁だし、前面にはいつにも増して誘惑的な姿の葵がいる。

「美咲……早く」

　切羽詰まった形相で葵が言う。これでは抗えない。葵を、蔑ないがしろにはできなかった。

　美咲は大きく息を吸い込みながら葵の双乳を手のひらで覆った。柔らかく、そして滑らかな肌触はだざわりだ。

　手指てゆびを動かして、乳房の形を意図的に変える。変幻自在の膨ふくらみだ。いろいろな形にしてみたくなる。

「あ、あぅっ……ふ、うぅ……っ」

　葵はお腹のあたりに両腕を巻きつけ、ピクン、ピクンといじらしく肩を跳ねさせながら気持ちよさそうに喘ぐ。

　胸の先端は触れずとも尖っていた。触れられるのを待ち受けているようにも見える。

　美咲は両方の親指で屹立きつりつの根元を小さく揺さぶった。

「ひぁっ！　あ、あぁっ……」

　まずはほんの少しだけ先端に触れてようすを見ようと思っていたが、葵は自みずから肩を揺らして指に乳頭を擦こすりつけてくる。

　これは、早く指で挟んで悦よろこばせてあげなくては。

　そんな使命感に駆られて、美咲は二つの蕾つぼみを指のあいだに挟んでコリコリと捻ひねり上げた。

「ひあぁあんっ！」

　こういうときの葵の声と顔が、とても好きだ。

　普段の笑った顔だってもちろん好きだけれど、自分にしか見せないこの蕩とろけきった顔は、特別感があってまたいい。

「本当に、私だけ……見てる？」

　不意に葵が言った。美咲は手を止める。

「本当です。神に誓って」

　八百万やおよろずの神々にだって誓いを立てることができる。

　美咲は上体を低くして、薄桃に色づいた部分を間近で見つめた。おずおずと舌を出す。

　指で弄いじるだけではきっと足りない。

　愛しているのだという気持ちを伝えるために、尽くしたい。

　乳頭に舌で触れるなんて初めてのことだから、距離感を掴つかむのがなかなか難しかった。

　慎重に舌を伸ばし、胸飾りを軽く一舐めする。

「あぁっ、ん……！」

　舌で舐めるだなんて、不愉快に思われないだろうかと心配になったが、葵は嫌がらなかった。肩に葵の手が添うことで、この行為を肯定される。

（いっぱい、気持ちよくなってもらいたい）

　その一心で必死に舌を動かす。

　葵の乳首は頑なに舌を弾いたが、それもまた愉たのしい反応だった。

　美咲はさんざん葵の胸先を舌で嬲なぶったあと、大きく口を開けて乳頭それをパクッと食はむ。

「ぁんっ！」

　葵は全身をビクッと揺らした。肩に置かれていた彼女の両手に力がこもる。

　指で触さわるのと、口の中に含むのでは感覚がずいぶんと異なる。錯覚に違いないが、葵の胸蕾むねつぼみはまるで飴玉のようだった。甘い。

　ちゅっ、と水音を立てて吸い上げ、舌で舐め転がす。

「ふはっ、あぁ……ん、ゃうぅ……っ」

　心なしか葵の肌が熱くなってきたような気がする。目を凝らせば、白い肌がピンク色に上気しているのがわかった。

（興奮、してるんだ）

　それは私も同じ。

　先ほどから脚の付け根に違和感がある。濡れたショーツが裂け目に張りつき、蜜の存在を誇張してくる。

（葵も……濡れてる、かな……？）

　乳頭を口に含んだまま右手を下方へ滑らせて、ボックスプリーツスカートの中へと忍ばせる。

　割れ目になっている部分をショーツ越しにすぅっと撫でると、葵は大きく両脚を震わせた。

「ね、ねぇ……。美咲も、晒さらして。私だけに」

　頭上から甘い声が降ってくる。

「もっと、私への愛を示して。体全部を使って、表現して……！」

　切なげな表情で懇願された美咲は仕上げに「ちゅううっ」とひときわ大きな水音を立てて乳頭を吸ったあと、折っていた膝を元に戻して葵のすぐそばに立った。

　それから、葵がしていたのと同じように制服の白いブラウスのボタンを外す。胸のところだけだ。水色のブラジャーをグイッと勢いよく首の下まで持ち上げる。

　乳房を晒さらすことに、不思議と羞恥心はあまりなかった。

　もしかしたらずっと、葵に胸を見られたいという欲求があったのかもしれない。

「私のショーツ……濡れて、気持ち悪いんです。下に、ずらしてもらえますか？」

　提言すると、葵は赤い顔のままコクリと頷うなずいた。

　小さな手がスカートを捲めくり上げてショーツ端に掛かる。

　濡れそぼったショーツが、膝のあたりまで引き下ろされていく。

「私の、も……美咲と同じ、だから……」

　恥ずかしそうに葵が言った。美咲は白々しく「そうなんですか」と言って、葵のショーツの端を両手で掴つかんだ。

　薄手の白いショーツはそう上手うまくは下へずれてくれなかった。膝下でくるくると丸まってしまったが、これはこれでそそられる。

　互いの秘めやかな箇所を蛍光灯の下もとに晒さらして二人は見つめ合う。

　腕と腕を絡ませるようにして距離を詰めた。自然と乳房がぶつかる。

「んっ……」

「ぁっ……」

　二人ともが同時に嬌声を上げた。

（胸同士でぶつかると、柔らかいのがよくわかる……）

　手のひらで揉み込むよりもさらに弾力を感じだ。

「美咲のほうが、おっぱい大きい……」

　葵は恍惚とした表情で美咲の胸を見下ろした。

「そうですか……？」

　美咲はあらためて葵の乳房を観察する。

「葵の胸のほうが、魅力的です」

　膨ふくらみの上部にそっと手を添えて肌を撫でたどる。

「柔らかくて、先端は鮮やかなピンク色で……。いつまででも見ていたくなる」

「……っ！」

　ギクリとしてますます頬を赤らめる葵が可愛くて仕方がない。

「や、やだ……そんなに、見ないで」

「それを言うなら、葵だって」

「むぅ……」

　唇をへの字に曲げて、葵が胸を押しつけてくる。

「んん」

　葵の胸の先端が自分の乳房に沈み込むと、なんともいたたまれない快こころよさに見舞われた。

「乳首同士……擦こすり合いますか？」

　自身の息遣いが荒くなるのを感じながら葵に問いかける。

「ん、う……。美咲ったら、そういうこと……恥ずかしげもなく言うんだから」

　咎とがめるような調子で言いながらも、葵は体を左右に揺らし始めた。

　互いの胸の先端が重なるように微調整して、美咲もまた体を揺する。

　それぞれの尖りが摩擦を起こす。たまらなく気持ちがいい。

「あ、ぁっ……美咲……！」

「ん、はぁ……っ。葵……」

　名前を呼び合うだけで快感が高まる。擦こすれ合う乳首が硬さを増す。

　でもすぐに、それだけでは物足りなくなってしまう。

　美咲は身を揺らしながら、右手で葵の下肢を弄まさぐった。割れ目が濡れている。ほんの少し指で掠かすめただけでもそれがわかった。

「やぁ、んんぅ……ッ」

　葵がモジモジと脚を動かす。そんな些細ささいな仕草でも性的に刺激される。

　美咲は葵の蜜口に浅く指を挿いれ、中の愛液をかき出すように指を引き、それをすぐ上の小さな豆粒に塗りつけた。

「あぁああっ！」

　嬉しい悲鳴を上げて、葵はガクンと頭を揺らして項垂うなだれる。

「や、やったわね？」

　その発言が強がりに思えてならなくて、美咲はつい笑みを零こぼす。

「私だって、やるときはやるんだから」

　葵の右手がスカートの中に潜り込んできた。

　陰毛を指で突つついたのはきっと、間違えたのだ。本当は蜜穴を弄いじるつもりだったに違いない。

「そこじゃないです」

「わ、わかってるわ！」

　コホンと咳払いをして葵は指を下へ移動させ、蜜の溢あふれ口に指先を沈ませる。

「んぅ……」

　葵の指がそこに入り込むことにはなんの抵抗感もなかった。隘路あいろは喜んでそれを受け入れ、さらに奥へと呑み込もうとする。

「美咲の中、熱い……」

　誘いざなわれるまま葵は指を進めた。根元まですっぽりとおさめきると、戸惑いながらも指を前後させる。

「あ、ぁ……葵……っん、はぁ……っ！」

「気持ちいい？　美咲」

「はい……とても」

　それから美咲は葵の指の動きを真似まねた。柔らかく狭い蜜洞に指を埋め、前後する。ぐちゅぐちゅと卑猥ひわいな水音が立つ。

「あっ、だめ……私は、いいのに……あぁ、ぁんっ……！」

　指を出し入れするたび葵はよがり、悶もだえた。彼女の指の動きが疎おろそかになって体は少し物足りないけれど、喘ぐ葵を見ているだけでも快感はおのずと高まっていくから問題ない。

「やぁん……！」

　葵は美咲の内側から指を引き抜き、擦こすり立てる標的を肉粒に変える。

　ぬめった指先が淫芽を擦こすると、「ふあぁああっ」と、自分でも聞いたことのないような嬌声が口から勝手に出た。

　美咲も負けじと葵の花核を擦こすり出す。

　呼吸はどんどん乱れていく。

　気持ちがよくて、幸せで、もう他のことはなにも考えられない。

「あぁあぁああ、ひあぁあ――……っ!!」

　その大きな嬌声がどちらの口から発せられたものなのか、わからなかった。

　自分自身と、それから指の先にある彼女の体がドクドクと脈動している。

　二人同時に絶頂したのだとわかって、歓びが増した。

　制服、呼吸、感情と快楽。

　なにもかもが乱れたまま、二人は互いの存在を確かめるように強く抱きしめ合った。


    
        番外編　チョコレート


　もうすぐバレンタインデー。

　好きな人に、想いを伝える日。

　好きな人に、想いの強さを実感してもらう日――。




　嶺岸 葵は雑誌のページを捲めくりながら悩みに悩んでいた。

（どんなチョコレートがいいかしら……）

　来きたるバレンタインデーに備えて美咲に手作りチョコレートを贈ることにした葵だが、なにぶん美咲の好みがわからずに困っていた。

　どんなチョコレートが好きかと訊きいても「葵がくださるものならなんでも」と答えるものだから、まるで参考にならない。

（……琴香ちゃんも、美咲にチョコをあげるみたいだし）

　琴香のことだ。とてつもなく手の込んだチョコレートを贈るに違いない。

　葵は一人メラメラと対抗心を燃やし、ああでもないこうでもないと模索する。

　チョコレート作りは夜中にこっそり行うことにした。

　美咲には既製品を贈るものと思わせて、じつは手作り品を用意してビックリさせて、少しでも他と差をつけようという――浅はかな――作戦だ。

　葵は連日、真夜中の台所でチョコレート作りに励んだ。

　しかしなかなか思うようにいかず、失敗続きだ。

　上手うまく固まらなかったチョコレートを仕方なく口に入れながら、夜中にこんなことをしていてはバレンタインデーになるころには落としようのない贅肉ぜいにくがお腹にたっぷりついてしまうだろうと不安になった。

　そうして、バレンタインデーがやってきてしまった。

　何度試こころみてもチョコレートは上手うまく固まらなかった。加えて、市販品を買いに行く時間もなかった。

（どうしよう……）

　今日は朝から夕方までみっちり授業がある上に、演劇部の活動も外せない。先輩たちの最後の舞台なのだ。先生や学生たちに向けて、講堂ホールで上演することになっている。

「葵さん！」

　授業が終わり、講堂ホールへ急いでいると、廊下で琴香に呼び止められた。

「琴香ちゃん？　なに？　いまちょっと急いでるのだけれど」

「そんなにお時間はいただきませんわ。これをお渡ししたかっただけですから」

　差し出されたのは、七色の包装紙に包まれた長方形の箱だ。

「え……？　これ、なに？」

「チョコレートですわ。……義理ですけれど」

　琴香はリボンがついた箱を無理やり葵に持たせる。

「上演、頑張ってくださいね」

「あ、ありがとう。……琴香ちゃん、見に来るんでしょ？」

　劇には美咲も出演するから、琴香は絶対に来るだろうと思った。

「……今日は、所用がありまして。失礼します」

　そっけなくそう言って、琴香は立ち去ってしまう。

（ヘンなの……）

　敵に塩を送り、劇を見にも来ないとは、琴香はいったいどういうつもりなのだろう。

　疑問には思ったが、それをうかうかと考えている時間はない。

　葵は小走りで講堂ホールへ向かった。




　講堂ホールでの上演を終えて自宅へ戻り、夕食を済ませるなり葵は美咲からチョコレートを受け取った。

「……ありがとう」

　リビングのソファに腰掛けていた葵はさっそく包みを開ける。ガトーショコラだ。

「いま紅茶を淹れますね」

　美咲がキッチンで紅茶の準備をするのを、葵はただ眺めていた。

　琴香に貰ったチョコレートは、演劇の合間に一つだけ食べた。手作りと思おぼしきトリュフだった。

　美咲はガトーショコラを皿に載せ、紅茶を添えてローテーブルの上に用意する。

　葵はフォークを手に取り、美味しそうな茶色い欠片かけらを口に運ぶ。

（美味しい……）

　美咲のガトーショコラも琴香のトリュフも、完璧だ。市販品以上に美味しい。

　それに引きかえ自分のものは――と、悲しくなる。

　リビングに置きっぱなしにしている鞄の中に、じつはいまも失敗作のチョコレートがある。

「琴香ちゃんからのチョコレート……美味しかった？」

　尋ねると、美咲は目を丸くして葵の隣に腰掛けた。

「貰っていません」

「ウソ！　私は貰ったわよ。きっと宣戦布告のつもりよ」

「ですから、私は受け取りませんでした。その気もないのに、いただくわけにはいきませんから」

「え……」

　――じゃあ、琴香ちゃんがくれたあのチョコレートは、もしかして美咲への本命のものだった？

　葵が呆然としていると、美咲が言葉を足す。

「私が欲しいのは、葵だけ」

　美咲は穏やかに微笑ほほえみ、葵の手を取る。

「くださらないんですか？」

　そうして顔を覗のぞき込まれ、頬が熱くなる。

「失敗しちゃって……うまく、固まらなくて」

「きっとそういうチョコレートなんですよ。見せてください」

　葵は小さく頷うなずいて、傍かたわらに置いていた鞄から小箱を取り出す。

　おずおずと手渡すと、美咲は嬉しそうに破顔した。

　珍しく急せいたようすで包みを開き、中身を確かめる。

「これ、フォンダンショコラですね。中のチョコレートは固まらないものだと思います。たしか、電子レンジで温め直せば出来立できたてと同じ状態になります」

　美咲は喜々としたようすでフォンダンショコラを二つ、皿に載せて電子レンジの中へ入れた。ピーッ、ピーッという電子音のあとすぐにレンジの扉を開け、手掴てづかみでフォンダンショコラを口に入れる。

「んん、美味しいです。失敗作なんかじゃないですよ」

「そ、そうなの……？」

「はい。口の中で蕩とろけて……すごく、いい」

　美咲が舌なめずりをした。その仕草が妙に色っぽく感じた。

「葵と一緒に食べたら、もっと美味しいかも」

　美咲の目が妖あやしく細まる。

「わ、私と一緒に――って……」

　彼女の言わんとすることはわかっていたが、それでも恥じらわずにはいられなかった。

　すぐに、甘い甘いキスを施される。

「ん、むぅ……」

　チョコレートの香りが口いっぱいに広がり、その甘さにくらくらしてくる。

　生温かな舌に舌を絡められると、よけいに甘みが強くなった。美咲もきっと同じ感覚を味わっていると思う。

「ふ、う……んぅ、う」

　美咲は元来器用なのか、キスをしながらでも他のことができる。口腔で舌を躍動させながらも葵の衣服を乱して肌を露出させる。

　気がつけばすっかり胸元が心許こころもとなくなっていた。赤いニットセーターは捲めくり上げられ、ブラジャーはフロントホックを外されて乳房が明るみに出ている。

　美咲はフォンダンショコラを手で掴つかんでその上部をほんの少しかじった。内側からトロリとしたチョコレートソースが溢あふれてくる。それを、乳房の上のほうにそっと垂らされる。

「んっ……！」

　ほのかに温かいチョコレートソースが肌の上をゆっくりと滑り、四方に広がっていく。

　美咲がそれを舌で追う。肉厚な舌は緩慢かんまんな動きで肌をなぞり、チョコレートソースを舐め取った。

「あぅ、ん、うぅ……っ」

　一舐めされるたびゾクゾクとしたなにかが全身にひた走る。

　美咲が上目遣いでこちらを見つめてくるのもいけない。挑発されているような心地になる。

　葵は乳房を揺らして大きく息をした。チョコレートソースが載った膨ふくらみが上下する。美咲は執拗しつようにそれを追随ついずいして舌を這わせ、甘いそれを余すところなく口に収めた。

　仕上げと言わんばかりにちゅうっと肌を吸われ、赤いキスマークがつく。

「葵……美味しかった、です。とても」

　美咲は葵の乳房を下から持ち上げるようにして鷲掴わしづかみにする。

「チョコレートと私の唾液で汚れてしまったから……お風呂でキレイにしましょう」

「ん――」

　そんなことよりも、早く先端に触れてほしいのに。

　舌は胸の上部を這うばかりで、乳頭には少しも触れてもらえなかった。じれったさは募るいっぽうだ。

　葵は胸を晒さらしたまま廊下を歩き、脱衣所に入る。するとすぐにすべての衣服を美咲に剥はぎ取られた。

　美咲もまた服を脱ぎ、裸になる。恥じらうようすはあまり見られない。いや、恥ずかしがっているのかもしれないが表情にはそれが出ない。

　浴槽にはあらかじめ湯が張ってあった。いつの間にか美咲が準備していたものと思われる。

「まずは湯に浸かって温まりましょう」

「うん……」

　シャワーで体を流したあと、円形の浴槽に二人で浸かる。美咲に後ろから抱き込まれる恰好だ。

（気持ちいい……）

　心なしかいつもより湯の温度が低いような気がする。

　壁のパネルを見やればやはり、常つねよりも二度ほど湯の設定温度が低かった。

（でも、このほうが……ゆっくり浸かれる）

　湯の温度が高いとすぐにのぼせてしまう。長風呂をするのならこのくらいのほうがよい。

（美咲ったら、初めから一緒にお風呂に入るつもりだったのかしら）

　ちらりと彼女のほうを見ると、意味ありげに微笑ほほえまれた。

　美咲にはきっと、私の考えなんて一から十までお見通しだ。

　すり、と後ろから頬ずりをされた。好きだよ、と言われているような気がするのは思い上がりだろうか。

「美咲……大好き」

　そう言うとすぐに、「私だって大好きです」という言葉が返ってくる。

　葵は顎あごを上げて首を傾げ、頬同士を合わせやすいようにした。

　しかしそこに重なったのは頬ではなく唇だ。

「んん……」

　ちゅ、ちゅっと軽く啄ついばまれ、いっぽうで脇腹のあたりをすうっと撫で上げられる。

「ど、同時に、いろいろするの……やめて」

「……いろいろって？」

　クスッと笑って美咲は自身の両手を胸の下のほうまで持ってくる。

「だから、そういう……その」

「葵の胸を揉んだり、乳首を摘つまんだりすることですか？」

「ん、ん……そう……。ぁ、んぅっ……！」

　美咲は葵の乳房を手のひらで覆い、その先端を指のあいだに挟んできゅうっと締め上げた。湯が撥はねるほど激しく胸を揉みまわしながら、しつこく乳頭を扱しごく。

「あっ、あぁっ……やぁ、ん……！」

　葵の頬は真っ赤になっていた。それを美咲が気遣う。

「のぼせました？」

「ふっ……？　わ、わからない」

「上がりましょう」

　美咲に言われるまま葵は浴槽から出て、風呂椅子に腰掛けた。するとすぐに、ボディーソープの泡を体に塗りつけられる。

　泡だらけの手で全身に触れられるのは気持ちがよかったが、葵にはべつの欲求があった。

「ね、ねぇ……。美咲のおっぱいで、私を洗ってほしい」

「えっ？」

　鏡越しに見る美咲が驚きを露あらわに目を見開く。しかしすぐに優しく細まった。

「……葵はえっちですね」

　そう言いながら、自分の体にも泡を塗りつけていく美咲を葵は鏡越しに眺めて惚ほうける。

「欲張りな、だけ」

　美咲が笑ったのが息遣いでわかった。

　背中に、柔らかなものを押しつけられる。美咲は豊かな乳房を葵の背にあてがい、左右に肩を揺らした。

（背中も、擦こすられたら気持ちいいけど……早く前にきてほしい）

　美咲と乳房同士を重ね合わせるのが好きだ。気持ちがいいし、なにより美咲の艶っぽい顔を間近で見ることができる。

　しかし美咲はなかなか胸の前へやってきてくれなかった。腕や手のひらに胸をあてがわれるのはそれはそれでいいけれど、やはり物足りない。

「みさきぃ……」

　たまらず呼びかけると、美咲の口角がクイッと上がった。

　呼びかけられるのを――ねだられるのを待っていたようだった。

「はい」

　嬉しそうに返事をして、美咲が正面にやってくる。

　そっと両肩を掴つかまれた。それから、胸同士がぶつかる。

「ひゃぅっ……！」

　それぞれの先端がほんの少し擦こすれただけでも凄すさまじい快感を覚えた。

　ぬめり気を帯びた胸の先に、切ないまでの快楽をもたらされる。

「ふゎ、あ、あぁっ……美咲……ッ！」

「ンン……葵」

　二人ともが体を揺するので、胸の蕾つぼみはひっきりなしに互いを弾く。

　快こころさとともに愛しい気持ちが膨ふくれ上がって、全身の毛が逆立つようだった。

「ふぅっ……」

　息を吐き出しながら美咲が身を引いた。

　突如として離れてしまったので、葵は「えっ？」と声を上げて眉根を寄せる。

「乳首だけで、イッてしまいそうでした」

　――それでもいいのに。

　正直に吐露とろする美咲を少々憎らしく思いながら、彼女のようすを見守る。なにをするのかと思えば、床タイルの上に両膝をついて背を丸め、身をかがめた。

「ひゃ……」

　閉じていた両脚を美咲の手で左右に割られる。

　それからその中心に、硬く尖った乳首をあてがわれた。

「ひぁ、あっ……ゃっ、やぁん……！」

　美咲の乳頭が敏感な豆粒を素早く擦こすり立てる。自みずからの乳房を掴つかんで花芽を擦こする美咲の姿は淫猥いんわいだった。

（こんなことされたら、私のほうがすぐにイッちゃう……！）

　気を緩めればすぐにでも恍惚境こうこつきょうへと昇りつめることができそうだった。

　葵は下唇を噛んで耐え忍ぶ。

　苦悶くもんする葵を見て美咲はなにを思ったのか、体を起こしてシャワーハンドルを捻ひねった。

「あぁ、あっ……」

　いましがた美咲の乳首で刺激されていた箇所に、無遠慮にシャワーの湯を浴びせられる。

「中の具合を確かめてもよろしいですか？」

　慇懃無礼いんぎんぶれいにそんなことを尋ねられた。葵は唇を尖らせて「どうぞ」と促うながす。

　美咲はいそいそと葵の中に指を挿いれる。

「ん、んふっ……うぅうっ……」

　美咲の指が、自分の中に埋うずまっている。

　初めてのことではないのに、どうしても見慣れない。

「ここ……なんだか、他と違います」

「んぅ……？」

　美咲の指が恥骨の裏側あたりで蠢うごめく。

「痛くないですか？　……刺激しても、いいですか？」

「あ、あうぅっ……」

　葵は明確な言葉を返せず、頷うなずくだけになる。

　美咲の指が、ゆっくりとそこを擦こすり始める。

　探るようなゆったりとした動きなのに、桁違いの快感に見舞われる。

「アッ、ァッ……！　そこ、なんだか……ぁん、あぁ、あぁあっ」

　なにかが、猛スピードで駆け上がってくる。いや、追い立てられているというほうが正しいかもしれない。

　葵は口をガクガクと開け閉めして、美咲の肩を掴つかんだ。

　悲しくなんかないのに、泣きたい気持ちになるのはなぜだろう。

「だめ、も――だめぇえぇえっ……!!」

　葵の陰部から液体が吹き出し、秘所を覗のぞき込んでいた美咲の顔や体をたっぷりと濡らす。

　美咲は唇の端に舌を這わせて、葵が吹き出した愛液の味を確かめた。

「ごちそうさまです」

「……っ！」

　すっかり美咲のペースだ。なんだか悔しい。

　葵の唇が不満げに尖る。

　珍しく満面の笑みを浮かべる美咲の唇を、葵は尖った形のまま塞いだ。
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        本作品はフィクションであり、実在の人物・団体・事件とはいっさい関係ございません。

本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、またはウェブサイトへ無断で転載することや改変、改ざん等を行うことを禁止します。

有償、無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。


    
        蜜花の百合模様




水無月はな

蜜百合文庫ソワレ

平成31年１月21日発行




(C)Minaduki Hana 2019




誤字、脱字等なにかございましたら作者ブログ【ガールズラブ官能小説の小箱（http://minaduki-hana.sblo.jp/）】に設置しておりますメールフォームまたはツイッター【水無月はな（https://twitter.com/Minaduki_Hana）】からご連絡をお願いいたします。




最後までお読みいただき、ありがとうございました☆


    
        [image: Rogo]


    OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
I e RILICTERES !
BEaaXEYVIL

Howey Girls Love Noyels Sowaret

S RBH ¥ MBRFAGORH=1E
WU HLF S ORREN—LZTFTAT !

EH(Z2) LBLIE(Y DV 2)IRD Lot >5viTk.
BFE Lot R L7 U A | CSEOTLET Ve 1 ]
LTRICHE Y ZANEH 25 H KA
[SHZZ&av~fTz o | &5
N2 KADHENEW L EATE
FOEBIEATEE LI v~
T eI, ETAR TELDHD
W F[E L EH » A - TiEE
ZHORETEDEVZoBLENT D
D?JEEATHRWERMZ LT
&7
THELLIFFRE T 2T L%
ZABDLD7EL X TFwicey 7 )|
ZoGga vk EHEIIOEY 25
LlDZ ENRICR->TLE D,
[Led . FHAALTHT Lo b7
LBELTHITEEI I DI,
HEAICHABINDE Z Eicihotz
HH. b xo o T Hl#H-T
A ETHDI?

Z 9 L THIIZ, RO TELEIC
ARXRXTEND XS ——I?






OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg
BREDBEAER] &« 2722 /& 1 KER Li@/%ﬁéﬁ(}%‘/Vl/






OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg
HEULOREHZES
HEY Y 7RDLTFR,
EETLREDIEEA
EBHLENEL MBS

SRS < E
5 SRR D 3,

i%'l?ﬁ'

L Yo B0 3% 5L RA

AL AL B
I & K

Ty FORIIXT
W, fHIORHEICE DK
Y BELTH B,
AA—=triEFRY I RS
V=,

HgE Z2DEE [ A —
VL -l A BRI
EZEOHNWETLTH
AZRDBD B,






OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		序　章　社長令嬢はいつも憂鬱


		第一章　使用人の苦悩


		第二章　心、すれ違い


		第三章　ラプンツェルの告白


		第四章　仮初めの誘惑


		第五章　百合模様


		第六章　西国の年越し


		終　章　新たな年


		番外編　チョコレート









Guide



			Cover


    		本文


    		扉


    		目次








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
I VE Y I TERER !
BEEaSMEYIL

Howey Girls Love Novels Sowaret

i!TﬁG)?r')S‘ﬁ‘DT\,"EG)T
SHRERLZET,

NBEEANA VTN RHN—ILZTTIX N—1)—]

BIIEOETH BRI ICH G E
LTWwa,

HHLHOSMIRY BET X— FDREIICH
f<§ofmt®u——kﬁ%ﬁ§%!
%mo@fﬁ@&k bIERAL EH

KBDBHNE7ZTEZLEEEKEICL 720
LIS 5722 -bDDFE 572 H &
AMMTHOLZTHRHELTE DLW,
[BERADDH T . H—b 2 DFKIC

HOTLHLAW? [ EIREIN FKS
5.
FILLTrELRWERE —2REROT
THEET A HRAT—Z o & AR
Mz siinen |

TH . ERIIEHDDFIC i&otf%%@
72Tk D) T ?






OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg
2] LR F IR
58 £ BBOHRH VA —L AT IR —1)— |
(7222 5eeeee BuilifEy, .

ERoaal

B icE B ICHTE
THME(AH)TD O
FCHEELTLE D% R
HE M 2 THicT B (|

SR AR S NPZE < A\ \ \
LT oNns,

THZDIEWHEDY ]
F—AZboTnT! ?

HlAR % & 7= % %
R DFEEE TH Y
T B3 B EEIC
WRE (IHHFE S o 1T
e |

5 LT kEEOEE
DO OLNT FFRED
ﬁiiﬁ"jb‘f g"f**o






OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
m# %

ﬁ#irﬁmkabrﬁ<

%,

iE5L %5 zed

JLiE SER umonk smmoroniit.

ERICEINTHS






OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg
« \‘
AENEEE o VO
Illust:ﬁ?f:"e s )N :

- R (™ 6/ 4o ‘ |





